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大管長会メッセージ

福音と芸術

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

ム や教会員は，演劇，音楽，文学，彫刻，7

絵 画，科学，その他，美を追求す るあら

ゆる分野ではなぱな しい活躍を見せている。

教会貝がそれぞれの分野で卓越 した地位 を固

め，やがて世の人々の注 目を浴びる 日が来 る

ことを，私 は長 い間夢見てきた。

ジョン ・テイラー大管長 もこのこ とを予言

し，次のような言葉で強調 している。

「私の言葉に注意 し，それ を書 き留めて，

私の語ったことが実現するか どうか見ていて

いただきたい。

あなた方は，宗教に関 して今 日の私たちが

そ うであるように， シオンがあらゆる学問の

分野で，それもあらゆる面において世 をはる

かにしの ぐ日が来るのを見るであろ う。

神は，シオンが全世 界の人々の称賛 と誉れ

を勝 ち得，その声望が王たちの耳に達 して彼

らが シオンの栄光に注目するようになること

を望んでお られ る。」(説 教，1857年9月20日 ：

銑 θ!晩∬θηg67「メ ッセンジャー」1953年7
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月号参照)

私 たちの教会には， ワグナー(ド イツの作

曲家，1813-83)に 近 づいている人，ある，い

は近い将来その域に到運する人が大勢いる。

芸術を愛 し，並はずれた才能 を持 った，創作

意欲に燃える若者たちが それである。私たち

は，この ドイツの大作曲家ワグナー をしの ぐ

作曲家を世に送 り出したいものである。 もっ

ともその奇行ではな く，霊的な面においてで

あるが。

ヴェルデ ィ(1813-1900)の 歌劇 「アイー

ダ」や 「トロヴァトーレ」，その他の傑作を聴

いて魅了されない人はいないと思 う。ではも

うヴェルデ ィの ような，あるいはヴェルデ ィ

をしの ぐような作曲家は出ないのだろうか。

バッハ(1685-1750)の よ うな作曲家を送 り出

すことはできない ものだろうか。一部の音楽

家はバ ッハの音楽 を評 して，宗教がその創始

者に負 う所が 多い ように，とりわけオルガン ・

コー ラル音楽はバ ッハに負う所が多い と述べ

ている。私たちが 自らの持つ可能性 を完全に

理解 し，理想 を描 き，未来に対するビジョン

をしっか りと心に抱き続けるならば，私たち

の時代に，私たちの民の中に，そのような大

作曲家が誕生するであろう。

ブ リガム ・ヤ ングは語っている。「数学，音

楽，その他あらゆる科学，芸術の世界におけ

るすべての偉業，高度 な技術，人類への貢献

は，ことごとく聖徒たちの中から生まれて然

るべきものである。」

世界各地の教会を訪れて，聖徒たちの甘美な

歌声に私は何度心を奪われたか知れない。これ

ら今 日の，また明 日の忠実な聖徒 たちは，優れ

た才能 を秘めている。従って，最高の訓練 を受

けるならば，大歌手 と言われている人々に勝る
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と も劣 らない者になれると，私 は信 じている。

天性の能力を具 え，高度な訓練 を施 された

教会貝は，他 の人々をしの ぐはずである。 と

い うの も，光 と真理 をもた らす聖 きみた まを

特別 に受 けているか らである。私 たちの中に

は，才能に恵 まれなおかつ神に従順な人々が

大勢いる。つ まり，私たちは才能 を正 しく効

果的に発揮 し得 る人々 を大勢抱えているので

ある。

ある偉大な芸術家は， 自分 の作品の中で ど

れが最高か と問われて，即座 に 「次の作品で

す」 と答 えたという。

完全なもの，つ まり最高に して最上の もの

を目ざして努力す るならば，言い換 えれば，

並であることに決 して満足しなければ，私た

ちは他に秀でることができるのである。それ

なのに，作曲 と演奏の両分野において，ベン

デルの 「救世主」をしの ぐオラトリオをだれ

も書けないのはなぜだろうか。現在まで， ま

だ最高の作品は書かれていない し，発表され

て もいない。その最高傑作の主題には，ニー

ファイ人へのキ リス トの訪れを取 り上げ るこ

とができるであろう。また，私たちの明 日の

芸術家たちは， キリス トが権能 と大いなる栄

光 をもって再びア メリカ大陸を訪れ，この神

権時代に地上に神の王国を設立 されたことを，

詩に歌 い，それに曲をつけることがで きる。

ヘ ンデル も，その他過去，現在，未来のどの

作曲家 も，この大いなる出来事 を決 して作品

にできなかったし，また今後 も余す ところな

く表現す ることはで きないであろう。歴 史と

教義 と啓示を学び，豊かな音楽的才能 と経験

に加 えて十分 な訓練を受けた，霊感あふれ る

末 日聖徒でない限 り，御父 と御子の訪れや，

教義 と神権 とその鍵の回復が もたらした栄光
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を，言葉や音楽で ドラマチックに表現 し得な

いのではないだろうか。

アイルラ.ンド生 まれの劇作家 ・批評家 ジョ

ージ・バーナー ド・ショー(1856-1950)は
，

人生に対する態度 を要約 して次のように述べ

ている。「人は物事 を見て，『なぜ できたのだ

ろう』 と考 える。 しか し，私 はだれも成し遂

げていないことを夢見て，『私 にで きないこと

があろうか』と思 う。」私 たちに必要なのは，

だれも成 し遂げていないことを夢見て， 『私

にできないことがあろうか』 と問 うことであ

る。

ニコロ ・パガニー二(1782-1840)は イ タ

リアのバイオ リニス トである。なぜ私 たちは

パガニー二や その他彼のような偉大な芸術家

を見いだ し，養成 して，世に送 り出す ことが

できないのだろうか。 演 奏 力 と表現 力 の深

さ，気品の高さにおいて，なぜ あの有名なハ

ンガリーの作曲家・ピアニス トの リス ト(1811

-1886)を しの ぐピアニ ス トを音 楽 界に送

り出.せないのだろうか。教会貝の中で有能な

ピアノ奏者はすでに何入か誕生 している。 し

かし私は，生 き長 らえて， ポー ラン ドの政治

家であ り，作曲家であり， ピアニス トであっ

たパデレフスキー(1860-1941)を しの ぐピ

アニス トをこの 目で見，この耳でその演奏 を

聴 くこ とがで きたらと，秘かに願っている。

19世 紀のポーラン ドのパデ レフスキー を限 り

に，立派なピアニス トがすべて絶えたわけで

はない。傑 出した独創性，神経の細やかさ，

ローマン主義的な表現 をもった才能のすべて

が，パデ レフスキー というひ とりの人間 とそ

の手に凝集されたわけではない。比類ないは

なぱなしい生涯 を送ったこの著名なピアニス

トに続 く芸術家が生 まれるはずである。

4

ミケラ.ンジェロはもう出ないのだろうか。

いや，その ようなことはない。彼の作品であ

るフローレンスのダビデ像や ローマのモーゼ

像は，私 たちに追従 を促す ものである。彼の

ような才能の持 ち主は，あの時代 に出尽 くし

たのだろ うか。 ミケランジェロのような才能

を持 った，それでいて不道徳や肉欲や偏狭 と

は全 く縁のない心 を持った人間 を見いだせ な

いものだろうか。偉大な芸術家の多 くは，正

道 をそれ，道徳的に堕落 していた と言われて

いる。 それに もかかわ らず，彼 らは偉大な名

高い芸術家になった。それがもしも道徳的に

清 く，啓示 を受ける資格があって，同等の才

能 を持 った人であったならどうであろ うか。

ここで登場するのが，シェイクスピア(1564

-1616)で あ る
。 シェイクスピアほどその作

品を引用 される入はいない。この英国の詩人・

劇作家 は，驚異的な数の作品を残 している。

ハ ムレットや，オセロや， リア王や，マクベ

スは， 彼のおびただ しい量の作品からすると，

前書 きのような ものである。かつて彼のよう

に非凡な才能に恵まれた者がいただろうか。

世 界はシェイクスピアをただのひとりしか生

み出せ ないのだろ うか。

私たちの世界には真の政 治家が必要 である。

ジョージ・バーナー ド・ショーに倣 って，『私

にできないことがあろうか』 と問うてみ よう。

私たちには人材 も設備 も備わっている。 また，

訓練 も立派に行なえる状態にある。それに霊

的な環境 も整っている。私たちは，扇動政治

家ではない本物の政治家 を養成 しなければな

らない。一椀のあつ もののために生得権 を売

るような弱い人間ではな く，高潔な人間を養

成 しなければならない。私 たちは，大切 な若

人に，政治手腕 を身につけ，人々 と世の状態 を



知 り，時局 と問題を理解するよう指導 を与え

なければならない。将来就 く仕事の技術 を十

分身にっけ，正直で誠実な生活 を送 り，霊的

な考 え方 を徹底的に教 え込 まれた者な ら，決

して妥協は しないであろう。

教会には，歌 とな り，物語 とな り， あるい

は絵 となり，彫刻 となる題材が豊富にある。

例 えば，回復，神の王国が再 び設立 されたこ

と，苦闘 と挫折，背教 と内部改革，当初十年

間の反改革，西部への移動，反対運動，過渡

期，迫害の時代， 「喜 びあふれぬ 生ける神見

て」(「末 日聖徒讃美歌」138番)と 歌われてい

る奇跡 の入ジョセ ブ・ス ミス，偉大な開拓者 ・

建設者 ブ リガム ・ヤング。私は長年， これ ら

を十分 に表現 して，歌に，物語に，絵画に，

彫刻に残す人が現われるのを待 っている。

私たちは，教会のご く初期から伝 えられて

きた芸術的遺産 を誇 りとす るものである。 し

か し，モルモニズムはまだ書物に も，絵画に

も，彫刻に も，講演に も，完全には表現され

ていない。それ をす るのは，これから先，霊

感 を受けた才能ある人々の務めである。この

ような価値ある主題に生命 と感情 と正 しい理

解 を与 えることができるのは，忠実で霊的で

活発な教会員 しかいない。偉大な芸術家の手

にな り，一流の批評家に認め られたこれ らの

作品は，すべての映画館で長期興行 とな り，.地

球上のあ らゆる国語の民の 目に触れることだ

ろう。

私たちの作家 と映画製作者は， ごく近い将

来，天か らの霊感を受けて永遠の傑作 を作 り

出す ことだろう。大義への献身 とい う力に支

えられた私たちの才能 は， ス トー リーに生命

と感動，愛 と哀感， ドラマ，苦痛，恐れ，勇

気を与える。そして，作家 と映画製作者は，

エ ジプ トか らエ リコに至 る以上にはるかに遠

く人々 を導いて行った，近代のモーセ と言わ

れ る偉大な指導者 を作品の主 人公 とす る。ま

た，ホレブの岩か ら流れ出た水，荒野で与え

られたマナ，巨大なぶ どう，必要 な時に雨が

降 ったこと，勝ち目のない戦 いに勝ったこと，

これらは昔の奇跡であるが，近代のモーセも

これ と同 じ位に偉大な奇跡 を目の当た りにし

たのであった。

ニ コデモにジ ョセブ ・ス ミスの霊 を注 ぐと

しよう。一体 どうなるだろうか。ダ ・ビンチ，

ミケランジェロ，あるいはシェイクスピアに，

神の救 いの計画 と個人の啓示に関 して完全な

知識 を与え，かつ彼 らを清めよう。そして，

彼の刻む像 を，描 く壁画を，書 き下ろす傑作

.を見てみ よう。また，天与の才能 を具 えた努

力家で，正確な描写を熱烈に望んでいたヘ ン

デルに，真実の物語 と啓示に対す る理解 を得

させ よう。 どのような名匠，大家が誕生する

であろうか。

私たちは， 自分 自身 と自分の生活と神に・ど

のような思いを抱いているかが，その まま各

自の美点や特質 となって反映 され ることを認

識す る必要がある。 この基本的な事柄にあま

り心 を留めないでいると，行ないにそれが表

われて，私たちの働 きは見せ かけの卑 しい も

のになって しまうのである。

技術のいかんにかかわらず，真の技能は，

真の心遣いを反映す る。また真の心遣いは，

自分や仲間および人生に対す る私 たちの心構

えを反映す るのである。

☆ ☆
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午 前2時30分 ・ 広いサンフランシスコ空港
はひっそ りと静ま り返 っていました。私

は取 り残 されたような気持 ちで した。ムーム

ーを着て
，す っか りしおれたレイを首にかけ

た女が，ぼんや りとした眼差 し.の疲れ切 った

3人 の子供の手 を引いている光景は， さぞか

し哀れであったに違いありません。当時，一

番上の子供がやっ と5歳 になったばか りで し

た。

私はサービスカウンターにいた人に，町ま

でどの位ですか と尋ね ました。すると，最終

のバスが出るところだか ら，急げば間に合 う

か も知れないという返事 でした。彼は大急 ぎ

で私たちの荷物 を運び，私たちを発車間際の

バスに乗せて くれ ました。そ して，彼に御礼

を言うひまもな く，バスは発車 しました。

終点の待合室は閉まってお り，真暗でした。

バスを降 りた乗客たちは，足速に夜の闇の中

へ消 えて行きました。空になったバスはどこ

へ ともなく走 り去 って，私 と3人 の子供 だけ

が取 り残 され ました。4つ のスーツケースと

2つ の小 さな トランクを傍 らに，私たちは，

サ ンフランシスコの歩道に立ちつ くすのでし

た。

その時，ひとりの男の人がバスの待合室か

ら出て きて， ドアに錠 をおろそうとしている

のが目に入 りました。そこで私は急いで彼の

所に駆けて行 き， タクシー を呼びたいので電

話のある場所 を教えてほ しい と頼みました。

また，近 くにホテルがないか どうか尋ねまし

た。すると幸いなことに，彼は通 りを.少し行

った所に小ぎれいなホテルがあると教えて く

れました。.それか ら荷物 を運ぶ手伝い もして

くれたのです6こ うして午前4時 ，、私は子供

たちと共にベ ッドに入 り，深 い眠 りにつ きま

した。
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愛 の 手

ヘ レ ン ・J・ セ リ ー

それか らの2日 間，私たちはのんび りと過

ごしました。近 くのレス トランで食事 をし，

ホテルか ら数百メ1一トル と離れずに過 ごしま

した。子供たちはこの世のわずらい など全 く

ないといった様子 で，無邪気に駆け回ってい

ました。それがかえって私には救いでした。

私たち家族は2年 ほ どハワイに住んでいま

した。夫 は小さな教会の牧師をしていました。

ところが， 「傷つくまでに打てば悪 い所 は清

く」なる(箴 言20：30)と 信 じる夫は，子供た

ちに絶えずひ どい体罰 を与えたのです。私は

それを見るに耐 えられ ませんでした。体罰が

ひどくなるにつれて，私 は母親 として子供 た

ちを守 ってや らなければならない と思 うよう

にな りました。そこで私 はよく考 え，祈 った

末に，夫 と別れて，子供 たちのだめに新たな

幸せ な生活を送るようにす る以外にないとい

う結論に達 しました。私 の両親は中西部に住

んでいましたが，そこに身を寄せ ることはで

きません。経済的な問題 もあ りますが，父親

の病状が悪化 していたので，小 さな子供たち

をそばに寄せ ることができなか ったか らです。

近 くに身寄 りもあ りませ んで した。生涯であ

の時ほど孤独 を感 じたことはあ りませ ん。け

れ ども，子供 たちのために，私は 自分 の選ん

だ道 を歩まなければな りませんで した。

ホテルに宿泊してか ら3日 目に，私は何ら

かの決断を下さなければならない と思いまし

た。落着き先 も，仕事 を捜す手段 も，働いて

いる間の子供 たちの世話 も，全 く当てのない

状態でした。新聞広告から仕事先 を捜 そうと

しましたが， 目ぼ しい ものはひとつ もあ りま

せん。それに，子供たちを置いて仕事に出る

ことは不安で仕方があ りませんでした。けれ

どむこれ以上 ホテルにいた ら，財布 の底をつ

いて，状態がもっ と悪 くなることは明らかで



した。

そこで私は，以前に交流のあった教会の3

入の牧師に電話 をかけ，金銭的 な援助ではな

く， 口添 えをお願い したいと頼み ました。す

ると3人 から異口同音に，「あなたは熱心 な信

徒ですか」 と尋 ねられました。 そこで私は，

とてもつ らい目にあって心が乱れてい.るので，

熱心 な信徒であるとはっきり申 し上げられま

せん， と正直に答えました。すると3人 とも，

困っている人が非常に多いので私 を助け る余

裕はない とおっしゃいました。私の苦悩は深

まるばか りで した。 どこに助け を求めたち よ

いものカ㍉ 私は全 く途方に暮れて しまいまし

た。

私がハワイを発つ時に，幾人かの友人が見

送 りに来て くれました。その中にひとりの末

日聖徒がいました。当時彼は教会に行ってい

ない様子で したが，別れ際に私に こう言いま

した。「困ったことが起 きて助けが必要になっ

た ら，私の教会に電話をかけてごらんな さい。

きっと助けて くれますよ。」

素晴 らしいタバナ クル合唱団の こと以外，

私は末 日聖徒 について何 も知 りませんでした。

私は助けを請 うという考 え方は好 きではあ り

ませ んで した。少な くとも，一度 も行 ったこ

とのない見知 らぬ教会の世話になることな ど，

心苦 しいばか りです。けれ ども私 はとても困

っていました。それに，ほかに頼る当てが全

くなかったのです。電話帳で末 日聖徒イ手ス・

キリス ト教会 を探す と，た くさんの連絡先が

載っていました。 そこで私は伝道本部 という

所に電話 をかけることにしました。助けてい

ただ くには ここが一番よい と思ったか らです。

電話口に出た青年 に，私は先の3人 の牧師に

申し上げたとほとんど同じことをお話 しまし

た。お金はいらないが，是非相談にのってほしい

とお願いしたのです。する と彼は， 自分はこ

ちらに来たばか りで何 もわか らないので， 自

分では何の助け もできないが，名前 と電話番

号さえ教 えて くれれば，ほかのだれかに折 り

返 し電話 をさせ ます という答 えでした。私は

半信半疑で受話器を置 きました。電 話などか

かって こないのでは， とい う心配が 私の心 を

よぎりました。

ところが驚いたことに，10分 もしない うち

に，私の話 を聞いた とい う女性か ら電話がか

かってきたのです。何 とか力になりたいと言

うことでした。彼女は私に，荷物を.ま.とめ1

タクシーに乗 って;30分 後にバークレーにあ

るバスター ミナルで会えるようにしてほしい

とお っしゃいました。それか ら御 自分の車と

着て くる服の特徴を説明した後，「ところで，

あなたは教会員でいらっしゃいますか」と尋

ね ました。

「それ， またきた」 と，私 は心の中で思い

ましたが，「いいえ，ちがいます」と率直に答

えました。

「いいえ，別に何 でもないんです。ただお

聞 きしてみただけです。では30夢 後にお会い

しましょうね。」

私は急いで荷物 をまとめ，子供たちに身仕

度 をさせ，ホテルの支払いを済ませ てか ら，

バー クレーに向かいました。私は見も知 らぬ

私たちに喜んで手を貸 して下 さるその女性に

驚 くと共 に，少 し不安な気持 ちもあ りました。

けれどもその時の私は， わらをもつかむ思い

でその女性の好意に甘えたのでした。

彼女はまず私 たちに昼食をごちそうして下

さいました。その時に私は，彼女が当時ステ

ー キ部長を しておられたσ ・レス リー ・ス ト

ー ン(現 七十人第一定員会会員)と い う方の

夫 人であることを知 りました。彼女は私たち

を一軒の貸家 に案 内し，子供たちの世話 をし

て くれる人 を紹介す ると約束 して下さいまし

た。私はいかなる教会に対 して もひどい悪感

情 を抱いていて，この気持ちは どうしても変

わ らないことを彼女に強 く訴 えました。私は

どうして もこの気持ちを脱することができな

か ったのです。けれ ども彼女はそのような私

の態度 を少 しも気に とめることな く， とても

よ くして下 さいました。

私は宗教 に対 してひ どく反抗的でした。け

れども彼女はそのこ.とを気にする様子 もな く，

私を改宗 させ ようとした り，責.めた りもしま

せ んで した。逆に，私の手伝いを させてもら

っているとい う態度 で接 して くれたのです。
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「互に愛 し合 うならば
，それによって，あな

たがたがわたしの弟子であることを，すべ て

の者が認めるであろう。」(ヨ ハ ネ13：35)私

の心には聖書のこの一節がこだまするのでした。

その後数 日間，ス トーン姉妹 は毎 日来て下

さいました。そ して約束通 り，子供 の世話 を

して くれ るひとりの教会貝の女性 をさが し，

また小 ぎれいなアパー トも見つけて下 さいま

した。それか ら仕事 について相談す るように

と， ひとりの男の人を紹介 して下さいました。

彼女は教会のこ とには一切触れ ませんで した。

これは私にとって驚きでした。相変わ らず私

の心には，「互に愛 し合 うならば」とい う聖句

が響いていました。

ある日私は，アパー トの部屋で， ジェーム

ズ ・E・ タルメージ長老の 「信仰箇条の研究」

という小さな本 を見つけました。ス トー ン姉

妹がそっと置いて行ったのか，前に借 りてい

た人が忘れて行 ったのかわか りませんが， と

にか く，私は夜，子供 たちが寝つ いた後でそ

の本 を読む ことにしました。別 に興味があっ

た.わけではな く，ほかにす ることがなかった

からでした。

こうして数週間が過 ぎま した。ス トーン姉

妹は土曜 日になると必ず私 たちに， 日曜 日に

一緒に教会に行 きましょうと誘 って下 さいま

した。 しか し私が丁重に断わると，無理強い

はされませんで した。けれ ども毎週誘って下

さいました。その一方で，私 は 「信仰箇条の

研究」を夢 中で読みました。私はそれまで熱

心に聖書 を勉強 してきましたが， これまで聞

いたことのない事柄がその本に書かれていた

からです。過去に学んできた教えと真 っ向か

ら対立する教 えや，理解に苦 しむ点が たくさ

ん出てきました。そこで私 はそのような事柄

が出て くる度にノー トに書 き留め ました。

ある土曜 日のこと，ス トーン姉妹がいつ も

のように来られました。私は相変わらず，教

会に行 くのを断わ りましたが，信仰箇条につ

いてい くつか疑問の点があ るので，牧師を紹

介してほ しい とお願い しました。数 日して，

ステーキ部宣教師 と名乗 るマー ビン ・ターナ

ー夫婦が訪れてきました
。私は とて も失礼な
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態度 で，7ペ ー ジに及ぶ疑問の数々 を突 きつ

けました。そ して， これらの質問に答えて下

さるな らお聞きしましょ.う， と言ったのぞす。

これに対 して， ターナー兄弟は， 自分はすべ

ての質問に答えることはで きないが，教会の

ことを学べ ばわか りやす く論理 的な答えが得

られ るでしょうと教えて下 さいました。ター

ナー夫妻が忍耐強 く，穏やかに教えて下さっ

た結果，私はそれらの事柄が真実か どうか，

祈 ってみ ようという気持ちにな りました。そ

して教会へ行 く約束 もしました。それから間

もな くして，私 はバプテスマ を受けました。

その後，私 は南カ リフォルニアに引っ越 しま

したので， この方々 との音信は途絶 えてしま

いました。私は再婚 し，子供たちが生まれま

した。

あれか ら長い年月が経ちました。私 は今，

聖餐会に出席 して，息子のひ とりが祝福 し，

.も うひとりが聖餐のパスをす る姿 を見ていま

す。子供 たちはそれ ぞれ，信仰 と証を強めて

います。私は今，様々な人々の伝道の業を通

して教会に導かれた人々のことを考えていま

す。 また，私たちの行 なった系図の仕事 を通

して，バプテスマとエンダウメン トと結び固

めを受 けた霊界にいる親族のこ とも考えてい

ます。

そ して何 よりも，あの愛に満 ちたス トーン

姉妹 と，伝道 と愛の精神に満ちたターナー家

族のことが思い出されてな りませ ん。数 多い

聖徒の中で，.あの方々は今 もなお，人々を愛

し，気づか うことによって，主に仕えている

に違 いあ りません。また， かつて何か と反抗

的であった取 るに足らない私のことをあのよ

っに'L・に掛けて下 さった方々に， どの ように

報 いることがで きるか と考 えないわけにはい

きませ ん。そしてその答えがはっきりと私に

聞こえてきます。「あなたも行 って同 じように

しなさい。」(ル カ10：37)

☆ ☆



みん なの参 加

家庭の夕べを

成功させる鍵

ク レ ン ・W・ ハ ー バ ー
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タ 食が終わ・てから私たち夫婦が床に就 く
まで，わが家の家庭の夕べは家族に とっ

てとても楽 しい，週の最大の行事である。そ

のわけは，ただ単 にテキス トを使 うだけでな

く，月曜 日の夕べ を家族の活動の中心 として

いるからである。

家庭の夕べの第一部は家族会議 である。食

卓を囲んで，父親である私が議長 となって，

みんなで家族のいろいろな事柄について話 し

合う。小さな子供たちに とって も家族会議は

非常に有益である。家族に とって大切 な事柄

を発表 したり，一週の間に子供たちが行なっ

たよいことをほめた り，話 し合った りす るの

がこの時なのである。

家族会議 では，何 ヵ月も先の旅行か ら，土

曜日の家の雑事や ピクニ ックといった 目先の

計画 まで，家族の様 々な予定について も話 し

合う。

家庭の夕べの第2部 はレッスンである。赤

ん坊まで家族全員が集 まって，(責 任を果たせ

る年齢の)子 供たち全員に責任を分担 して歌

や祈 りや レッスンを行 なう。

第3部 は子供たちがベ ッ ドに入ってか ら始

まる。就寝 までの1時 間余 り，夫婦で読書を

したり，手紙を書いたり，話 をした り，系図

を書いたり，家族の問題や子供にはむずか し

い計画について話 し合ったりす る。つま り，

第3部 は大人の時間である。

このように家庭の夕べ の時間を幾つかに分

けることによって，子供 たちは可能 な範囲で

家族の問題や決定に 自分の意思 を反映す るこ

とができる。 また，レッスンを教えたり， リ

フレッシュメン トを用意 した り，歌の指揮 を

した りす ることがで きる。さらに，大人同士

の話し合 いや活動 をす る時間 もある。大 人に
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も子供 と同 じようにそ うす る時間が必要だ と

私たち夫婦は考えている。また，子供たちが

大 きくなって，家庭の夕べ の大人の部に も参

加できる日を，私たちは心待 ちにしている。

私たちの家庭で も御 多分に漏れず， レッスン

は良いけれども長いので，その時に子供たち

が騒 ぎ出す とい う問題があった。 しか し，一

時 としてじっとしていられないのは，活動力

旺盛な証拠である。そこで私たちは割 り当て

輪表 を作 り，開会の歌，開会の祈 り， レッス

ン， 閉会の祈 り， リフレッシュメン ト，ゲー

ム または活動 という6つ の割 り当て を決めた。

子供 たちが成長 して責任が果たせ るようにな

った ら，みんなが大切な役割 を持 てるように，

表に もっと責任を書き加 えたいと思 う。

私たちは居間のある場所 を特別な 「発表の

場」 としている。そ して， レッスンや祈 りや

歌の指揮でそこにだれかが立つ と，みんなは

その人に注 目す る。子供たちはそこに立ちた

が り，そこに立つことは特別な名誉なので立

派に責任 を果たそ うと念 を入れて準備 をす る。

家族 をびっ くりさせ るために， レッスンも

リフレッシュメン トも， その他の準備 もすべ

て秘密である。

子供は初等協会や子供 日曜学校 で習ったば

か りの歌 を開会の歌 にすることがよ くあるの

で，何回 も歌ってみんなで覚 えるようにする。

そうす ると，小さな子供 でもひとりで喜んで

歌うようになる。

レッスンの準備にはテキ・ス トを使 う。それ

は，そこに出ている概念が非常にためになる

からである。 しか し，テキス トを読む ような

ことは しない。そのかわ り，レッスンが終わ

ると，す ぐに次のレッスンの準備が始 まる。

子供にレッスンをさせ る訓練は2歳 頃から始



めるが，これは子供によって異なる。初めは父

親か母親がだいぶ手伝 うが，4歳 になるまでに

は大抵のレッスンはひとりでできるようになる。

もちろん2歳 や4歳 の子供は字が読めない。

そこでまず親が レッスンを通 して読み， どの

概念をその子が理解しやすいか を考える。これ

までの経験か らわか ったことは，子供たちの

能力を過少評価 してはならないといっことで

ある。子供たちは私 たちの想像以上に理解し

ていることがよ くあるものである。

次に，レッスンをする子供に物語を全部読ん

で聞かせる。もしほかの子供 たちに手伝って も

らいたいことがあれば，その子は私たちと話 し

合い，良いとなれば割 り当てをす る。 それか ら

私たちは，レッスンの資料 を集める手伝いをする。

私たちは子供に レッスンの概要 を教えるの

に簡単 な絵言葉 を使 う。子供 はそれを見なが ら

レッスンを進める。例えば，疑問符(?)は 前 に

考 えておいた質問 をみんなにするという印，

本を開いた絵は物語 を話す という印である。こ

の印は年長になるに従ってもっと複雑にできる。

当然， このため に週の内のかな りの時間を

使 うことになる。 しか し，まとまった長い時

間ではな く，小刻みにちょっとした助言 を与

え， まとまった時間はせ いぜ い15分 位 なもの

である。それでも， このように準備すること

によって家庭の夕べに対する子供 たちの期待

は大 きくなる。子供 たちにとって月曜 日あ夜

は特別 な夜になっている。1週 間がか りで一

生懸命に準備 してそこに臨むのである。

驚いたこ とに，子供は2，3回 で物語の骨子

くらいは記憶 してしまう。物覚 えの良 さには

こちらがあわてたほ どである。幾 らか慣れも

謄要だが，記憶力をその ような方法で伸ばし

てやるとあ きれるくらい自信 を持ち，いろいろ

な機会 を自分 で見つけて吸収 しようとす る。

レッスンを担当する子供がレッスンの概要だ

けを手に持って家族の前に立った時は，父親 も

母親も口出しをしない方がよい。絵言葉の意味を

忘れた時は，それを思い出すように励ますだけ

である。親がす ぐにヒン トを出したり，手伝

った りすると，要 らない時にまで手助けを当て

に されるようにな るか らである。子供は自立

することを覚えれば，物事をひとりで成し遂げ

る能 力が自分にあることを自覚するようになる。

小さな子供たちがいるわが家の家庭の夕べ

の 成功 の秘 訣 はこれだ と，私 は思 う。必要

なことはできるだけ手伝 うが，子供にで きる

こ とはできるだけ自分で させ る。一番大切な

こ とは結果ではな く， そこに至 る過程である

と思 う。子供が 日曜学校 のような立派なレッ

スンができないとして も，それが問題になる

だろうか。本当に大切 なことは，子供に，レ

ッスンを準備 し，行な うという経験 を得 させ

ることなのである。実際に行なってみれば，

きっと驚 くこ とだろう。 レッスンも，歌 も，

リフレッシュメン トも，祈 りも，ゲームも，

す ぐに年上の子供たちと同じようにどれも立

派にできるようになるからである。

わが家の家庭の夕べの持つ魅力は，子供た

ちが参加 し，参加 をしなが ら準備の一時一時

を楽 しむこ とである。

また，それ と同時に，ただ子供たちだけの

家庭の夕べに終わらないということも大切で

あると思 う。家庭の夕べは夫婦に とっても良

い家庭の夕べ でなければな らない。そっいっ

わけで，わが家の3部 式家庭の夕べは， 月曜

日の夜 を家族全員が首 を長 くして待つ特別な

夜 としているのである。
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すべてを感謝して受ける

十二使徒評議員会会長

工スラ ・タフ ト ・ヘンソ ン

教 義 と聖約 の一節に基づいて・お話 したい

と思 う.。

「およそすべてを感謝 して受 くる者には栄

光を与 えられん。而 して，この世の ものもま

た彼に加えらるることす なわち百倍 よりも多

か らん。」(教 義 と聖約78：19)

私 は この聖句が引用された話 をいまだに聞

いたことがないが， これは素晴 らしい言葉で

ある。また，教義 と聖約の59章 には実に意味

の深い言葉がある。

「すべての事に就 きて，主 なる汝の神に感

謝すべ し。

汝誠に真にへ りくだ りたる心 と悔いる精神

とを以て，汝の神に義 しき捧物 となすべ し。」

(教義 と聖約59：7-8)

続いて主は，安 息日について次の ように言
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ってお られ る。

「汝なおさら充分 に世 の汚れに染 まざる様
，

祈 りの家に行 きてわが聖 日に汝の聖式 を捧 ぐ

べ し。」(教 義 と聖約59：9)

そ して安息 日についてのみ言葉 をこうしめ

くくっておられる。
かおかたち

「而 して汝 ら感謝 と愉快な る心 と顔容 とを

以てこれを為 さば，……

われ誠に汝 らに告 ぐ，汝 らこれ を為 さば地

に満つ るすべての ものは汝 らに与えらるべ し。

すなわち野の獣，空の鳥，木によずるもの，

地上 を歩 くものは汝らのもの となるべ し。

然 り，また汝らの食物，衣服，家屋，小屋，

果樹園，野菜畑，葡萄園など何れにしても，

それらのために地 より生ず る諸々の草 と善 き

もの，



然 り，すべてこれ ら季節によりて地 より生

ずるものは，皆人の為 人の用いんために造ら

れ，眼 を楽 しませ， また等 しく心 を悦ばせ ん

ためな り。

然 り，これらは肉体 を健にし人に元気 をつ く

るよう，食物，衣服，味，香 りのために造 らる。

而 して，すべて これ らの ものを人に与 えた

るは神の悦び とす るところに して， この 目的

のためにこれ らは造られたれば，人は適量に
むさぽ

これ を用いて貧 らずまたは無理 に取 りて用 う

べか らず。」(教 義 と聖約59：15-20)

さ らにこういう警告がある。「およそ入何事

に も神 を怒 らせずまたは何事に も神の怒 り燃

ゆることなし，ただすべての事の中に神の御

手のあることを告 白せず，その誠命に従わ ざ

る者に神の怒 りあ り。」(教 義 と聖約59：21)

予 言者ジ ョセブ ・ス ミスが， ある時，末 日

聖徒の犯す最大の罪のひ とつは感謝 を忘れ る

罪だと語 ったという。大抵の人は感謝 を忘れ

ることをそれほ ど重大 な罪 とは考えていない

と思 う。私たちは祈る時，さらに祝福 をと，ひ

たす ら祝福 を願いがちである。 しか し，私 た

ちは祈 りの中で，これまでに受けた祝福に対

して もっと感謝 を述べ る必要があると思 う。

もちろん私 たちには主の祝福が毎 日必要 であ

る。 しか し， もし私 たちが祈 りにつ いて罪 を

犯していると.すれば，それは毎 日の祝福 に対

する感謝の不足であると思 う。

ブ リガム ・ヤング大管長 も， これが私たち

末 日聖徒の犯 している大 きな罪のひ とつであ

ると，予言者ジョセブと全 く同 じ警告 を発し

ている。私たちが他の人々よ り感謝の心に欠

けているとい うのではない。私たちには感謝

すべ きことがそれだけた くさんあるというこ

とだ と思 う。

私たち末 日聖徒 は，た くさんの祝福を当然

のこととして受け取 ってお り，それが特別な

ことだとは考えていないようである。

第二次世界大戦の終戦時に，私はソル トレ

ー ク ・シティーの 自分の事務室にいたが，そ

こにニ ュー ヨークに住む大富豪か ら電話がか

か ってきた。30の 年で3千 万 ドルの財 を築い

た人で，彼の子息がソル トレーク ・シティー

郊外の陸軍基地にいた。ほかの軍人たちと一

緒に海外に派兵 される間際に終戦になったの

である。かん詰のいわ しよろしく，基地には

軍人がすし詰めになっていた。そのことでそ

の青年が意気消沈 していたため，父親が心配

して電話をかけて きたのである。「息子に電話

して，励 ましていただけ ませんか。」私 は，

「はい，喜 んで」 と答 えた。それから私は青

年に電話 をして，「ちょっと私のオフィスに来

ませんか」と誘 うと，「ぜ ひ伺 います」とい う

返事であった。彼は少 し遅 れ，私が丁度帰宅

の用意を終えたところに来た。

「私の家で一緒に食事 をどうですか。妻に

は知 らせ てあ りませんが， きっと喜びます」

と言 うと，「願って もないことです」 という返

事であった。そこで私たちはそろってオフィ

スを出て， わが家で一緒に食事 をした。祈 り

も一緒であった。食後はピアノを囲み，歌 を

歌 って楽 しんだ。それか らしばらく会話を交

わし，私が彼 をバス停 まで送って行 った。そ

れか ら数 日して， その青年 の父親か ら手紙が

きた。それには青年が父親に宛てた手紙から

このように引用 してあった。「お父さん，私は

この世界にあのような生活 をしている人たち

がいるということを，今 まで知 りませんで し

た。」私 たちはそれをご く当然め ことと考えて

いる。しかし， 息子 に金で買えるものは何で
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も不自由なく買い与えることのできるこの大

富豪は，家庭での祈 りや敬震 という簡単なこ

とを見過 ごし.ていたのである。

私たちはもっと感謝の気持ちを持 たなけれ

ばならない。感謝なしでは，本当の人格者に

はな り得ない と思 う。受けている祝福に感謝

の気持ちを抱 くことは，真に優れた人格のひ

とつのしるしである。家庭に， 日常の交際に，

教会に，その他あらゆる ところにこの感謝の

精神がもっと必要である。そのための費用は

いらない し，感謝の心 を培 うのは実に容易で

ある。しか し，不満 を抱 き，他人をうらやむ

のもまた容易 である。

私は昔，アイダホ大学に向か う途中でアイ

ダホの片田舎のある小 さなワー ド部に立ち寄

った。そして私 は，その夜そこで学 んだ教訓

を今 でも忘れずに覚 えている。私は美しいア

イダホ州 を8年 間 まわって歩いて， どの町に

も， また どの村に も行ったこ とがある。2週

続けて家 を留守にす るこ とも珍 しくなか った。

帰宅すると，ステー キ部の役員で もあったの

で，風呂に入って服 を着替え，す ぐにステー

キ部の集会に出かけた。妻はよくこう言った。

「あなたはい?
.も旅行 に出てい るか，集会 に

出かけているか， どちらかね」 と。ある時な

どは，玄関先で小 さな娘に 「パパ， また来 て

ね」 と手 を振 られた ものである。

私はいつも家族 と離れて寂 しかった。そし

てその時は，アイダホ州の ポカテロにいて，

日曜日だった。私は遠 くにいる家族のこ とを

考えなが ら，「ホイットニー まで出れば聖餐式

に出席できるだ ろう。そして， あそこの素晴

らしい知人たちにも会 える」 と考 えた。そこ

でホイットニーまで車 を走らせ た。着 いた時

には丁度監督が教会の中に引っ込 もうとして
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い て，集会が始 まる ところだった。

彼は私 を歓迎 して くれた。入って来る人が

見えるように，集会が始 まる10分 前には壇上

に着席す るのが彼の習慣 だという。副監督た

ちは入口の所 に立っていた。私は壇上 にすわ

り，入って来 る人々を見た。来る人々はみな

家族連れで， どの人にも面識があった。大人

を知 っているので，子供はす ぐにわかった。

やがて副監督の司会 で集会が始 まり，私は

短 い話を頼まれた。そこで私はず っとこう考

えていた。「毎 日曜 日家にいて，家族 と教会に

行けることは素晴 らしいことではないだろう

か。それはどんなに喜ば しいことか」 と。副

監督 は私 を紹介 してこう言 った。「兄弟姉妹，

ベンソン兄弟のような仕事が持てたらどんな

に素晴 らしいことでしょう。いつ もこのアイ

ダホ州 を巡回 して，旅行 続 きです。」私 は，

「隣 りの畑は良 く見 えるとはよく言
ったもの

だ」 と考 えた。

私たちが 自分の現在の状態 を喜び，今この

世で受けている祝福 を感謝 し， 自分に課せ ら

れている義務 を受け入れ，最善 を尽 くしてそ

れ を果たす ように， また他人 をうらや まない

ようにと願 うものである。

神は私 たちが感謝の気持ちを持てるように

助けて下 さる。感謝 を忘れる者は リンゴの木

の下で実 をむさぼ りなが ら上 を見ることをし

ない豚のようだ という言葉があるが，私たちは

受けている祝福 の源 を見上 げているだろうか。

祝福 を感謝 し，感謝 を忘れ る罪を犯 さない

ように，神 は私 たち を助けて下 さる。

「お よそすべ てを感謝 して受 くる者には栄

光 を与えられん。而 して， この世 のものもま

た彼に加 えらるるこ とすなわち百倍 よりも多

からん。」(教 義 と聖約78：19)
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ロ ー カ ル･ニ ュ ー ス

て くるのがよ くわか りました。 そして,10月

18日 にバプテスマのチ ャレンジをしました。

それ を,彼 は快 く受 け入れ ました。その時,

私 は自分が感 じている彼への気持 ちを話 しま

した。す るとどうで しょう,彼 も特別な気持

ちを感 じていたと言うのです。チャレンジを

受けた彼は,そ の夜 自分の部屋 で祈 り,こ れ

からは知 恵の言葉などの戒め を守って生活 を

しようと決心 しました。彼は神様が自分の祈

りに答えて下 さったことを感 じ,｢私 の生涯で

こんな霊的な 日々は初めてです。｣と証してく

れ ました。

彼はその喜びを故郷にいるガールフレン ド

と分かち合お うと手紙 を書 きましたが,彼 女

は興味を示 しませんで した。しかし彼は神様

に彼女の心が開かれるようお祈 りをしました。

すると間 もなく彼女か ら,｢今 教会に行って宣

教師か らレッスンを受けています｣｢と ても素

晴 らしい ところです｣と い う電話がかかって

きました。彼の証は さらに強ま り,11月26日

にバ プテスマを受けることにな りました。そ

の一方で彼女 もバプテスマ を受ける準備 をし

ていることを知 りました。そして彼は彼女が

宣教師 と約束 した日を聞いて驚 きました。何

と,自 分 と同 じ11月26日 だ ったのです。それ

を知った私たちも,神 様の不思議 な業に驚い

たものです。私たちは互いに連絡 してその 日

を選んだのではあ りません。断食と祈 りに よ

ってその 日を決めたのです。私 自身は もっと

早い日にバ プテスマを施 したい気持 ちでした

が,な ぜかその 日を決めたのでした。

ところが,バ プテスマの当 日,私 は体の調
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子 をおか しくし,高 熱に襲われ ました。水の ､

中に入 り,バ プテスマ を執行す るのは私にな

っていましたが,開 会 盆時間前の検温でも,

38.5度 あ り,体 を起 こすの さえ苦痛でした。

そこで,私 はふ とんの中で析 りました。

｢天 のお父様
,今 晩愛する高橋兄弟がバプ

テスマ を受けられることを感謝 します。今,

体 の調子を悪 くしていますが,ど うぞみここ

ろで したら,前 世 で約束 した兄弟にバプテス

マ を施せ るよう助けて下さい……｣

お祈 りのあとでひ と眠 りして,熱 を計った

ところ,37,5度 で した。体の痛みはまだ残っ

ていましたが,灌 油の儀式 を受ければできる

という希望が湧いてきました。すると不意に

ふた りの長 老が入ってきて,｢さ あ,灌 油の

儀式をしましょう｣と 準備 を始め ました。私

が何 も言わない先にや って きた神権者に驚 き

ましたが,す ぐに喜んでその儀式 を受けまし

た。こっして神様 の不思議 な導きを受け,バ

プテスマ会は無事 に行 なわれました。讃美歌

･を 歌っていると涙が出てきてどうしようもあ

りませ んで した。熱 も痛み も私の体から離れ

去 りました。神様は不思議 なことをなさいま

す。

神様の導 きがなければ,伝 道は何 もできな

いことがわか ります。

末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会は,ジ ョセ

ブ･ス ミスによって地上に回復 された神 の教

会であることを証 します。

神様が生 きていらっしゃるこ とを,イ エス･

.キ リス トのみ名によって証 します。アー メン。

噌
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･遜.

お は な し:ヘ テ ィ ー･ル ー･メ ル

ぼ くは た くさんのぼ うきれ を
は こに いれ て もって い ます 。

す べ すべ したのや ごつ ごつ した の,

なが いのや み じか いのが あ ります。

ぼ くの い ちば ん す きなのは,｢ぼ

う くん｣で す 。ぼ くは,ど こへ ゆ く

とき も ぼ う くん を ポケ ッ トに い

れ て つ れ て ゆ き ます 。ぼ う くんは
ちい

小 さ くて すべ すべ して いて,よ る
した

は ぼ くの ま くらの下 で ね ます 。

ぼ う くん は ぼ くの だ いす きな

お ともだ ち です 。
ひ

あ る 日,ぼ う くん は ぼ くの ポケ

ッ トに あ な をあ け ま した。 マ マ が

こわ いか お で,､｢こ の あな は どうした

の｣と きき ま した 。ぼ くは,｢い つ

咽
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じっけん

実験1:

ろ う そ く と び ん

ジ ェーム ズ･E･ハ イヤー

そこ

さらか,あ さいなべの底に とけたろ

うそ くをた らして,ろ うそ くをしっか
た つぎ

り と立 て ます 。 次 に,そ の さ ら(な べ)
みず い ひ

に水 を入れて,火 のつ いた ろうそ くの
うえ くち ひろ

上に 口の広 いびん をかぶせ ますちその
くち そこ

とき,び んの 口が さらの底につかない
えんだ ま した お くだ

よ うに10円 玉 などを下に置いて下 さい。
いつぶん ひ き

1分 ほ どたつ と,ろ うそ くの火が消
なか みず あ

えて,び んの中に水が上が って きます。

はなし

そのわけ をお話 しま しょう。 まず,う
なか くう き

うそ く･がもえる とびんの 中の空気が あ
ぽうちょう

た た まっ て 膨張 します 。･そ れか ら,び
なか さん そ つか

んの中の酸素がぜ んぶ使われて しまい,
ひ き コひ

ろうそ くの火は消 えて しまい ます。火

じっけん

実験2:

　灘麟馨響

もうひ とつ の じっけんを してみ まし

ょう。
こん ど くち ぢい つか

慧 今度 は,口 の小 さいびん を使 い ます 。おな みず はい

同 じように水 の入ったさら(な べ)の
なか た りょ うて

中にびんをさか さまに立て ます 。両手

で しっか りとびん をに ぎ りしめ,び ん
なか くう き

の中の空気 をあたため るように します。
なか くう き すと

騨 びんの中の空気が少 しにげ るので
,び

くち で み

んの 口か らあわが 出るのが見えるで し

a
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鶴

よ⑪1≧窓G2《 ツ勿叡臨
お はな し:ア ノヘ ル･ア ー マ ー

ソ ク タエ は,ズ ボ ンのす そ と,う

お た

わ ぎの そで をま くり上 げ る と,田 に

はい なえ て も

入ってゆき,苗 のたば をかた手に持
ぽん

って,1本 ず つ,う えは じめ ま した。

て

ソ ク タエ の手 は,た い この ひ ょ う

しに あ わせ る よ うに,か る く,は や

くうご きます 。 とこ ろが,と つぜ ん

て

ソ クタエ の手 が とま りま した。 どこ

ね き

か らか,ふ えの 音が 聞 こ えて きます 。

あたま あ とお

ソ クタエ は,頭 を上 げ る と,遠 くを

なが め ました。｢ぎ ょうれつだ!ぎ ょ

うれ つ だ!｣ソ ク タエ は さけ び ま し

た 。

なえ だ

苗 をほ う り出す と,ソ クタエ は い

ち も くさん にかけだ しま した。｢お お

辮 甲

通

制
｣

胃

置
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ました。 そ うす れば,お か あ さん も

しん ぱ い しな くてす み ます。
いえ た

お ば さん の家 の 田 も,ソ クタエの
いえ た おな た

家 の 田 と同 じ くらいに,せ まい田 で
なえ た

した。 ソ クタエ は,い ねの苗 を田 に

みぎ

は こぶ と,そ の うちの ひ とたば を右

て も みず なか はい

手 に持 って, ､水の中 に 入 りま した。
まえ おな

そ して,前 の とき と同 じよ うに,ち
た

よう しを と りなが ら,ぬ か った 田に,
ぽん なえ

1本 ず つ苗 を うえて い きま した 。

なえ お かお

苗 を うえ終 わ る と,ソ クタエ は顔

あ た で

を上 げて,田 か ら出 て きま した 。 そ
なえ た み

して,き れ いに苗 の う わ った 田 を見

て,に っこ りし ま した。 それ か ら,

いえ ゆ

お ば さん の家 に行 くと,こ ういい ま

した。

｢ち ゃん と
,か ん か くをせ ま くし･

なえ

て うえた の に,こ ん な に苗 が の こ り

ま した。｣

す る と,お ば さん は いい ま した。

も かえ
｢ソ ク タエ ちゃん ,持 ってお 帰 りな

さい。 で も,す ぐに うえな い とか れ

て しま うわ よ。｣

こ ころ

ソク タエ は,お ば さん に心 か らか

ん しゃ しま した。 うれ し くて,う れ
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し くて た ま りませ ん。 お ば さん1ヰぐ
なか かね

ン カチ をほ ど くと,中 か らお 金 を と

だ

り出 しま した。

｢さ あ ,こ れ はお ば さんが や くそ
て れい

くした,お 手 つ だ いの お礼 よ。｣

く ち｢縮

ソ クタエ は,口 ご も りなが ら いい

なえ かね りょうほう

ました 。｢ぼ く,苗 とお金 の両 方 は い

ただ け ませ ん。｣

｢で も
,お ば さん はや くそ くした

なえ

ん です もの。 それ に,苗 は あ ま った

もの だか ら。り おば さんは こうい う と,
かね だ

お金 をさ し出 しま した。

なえ だ
｢ぼ く
,き ょ う,苗 をほ う り出 し

の い

て,ぎ ょ うれ つ につ い て行 っ たん で

なえ

す 。 それ で,苗 をみ ん なか ら して し

かお あか

まい ました。｣ソ クタエ は,顔 を赤 く

して い い ました。｢だ か ら,お ば さん
かね か お も コ

か らいただ くお金で買お うと思った

なえ

ん です 。 で も,苗 をいた だ いたか ら,

かね かね

も うお金 は い りませ ん。 お金 を うけ
IIか ね

とっ た ら,2ば いのお 金 をいた だ く

こ とに な ります か ら。｣

あた ま う

こ っ.い っ と,ソ ク タ エ は 頭 を よ こ

に ふ り ま した 。.お ば さ ん は,に っ こ

かね なか

りして,お 金 をハ ン カチの 中 に しま
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かあ よ

｢ロ ー ジー･と･樋 さん が 呼 ん

で い ます 。｢ピ ー マ ン といっ し
とう

よに,お 父 さんの ところへおべ ん とう
とど

を届 け て ち ょ うだ い。｣
へん じ

ロー ジー は,す ぐに返事 を し ま した。
つか だい す

ふ た りともこのお使 いが大好 きだった
かあ さら うえ

か らです 。お母 さんは,お 皿の上 にあ
た もの も

たたか い食べ物 をた くさん盛って,ス
ざら おお

一 プ皿 をかぶせ ま した
。そ して,大 き

つつ

なナプキンでそれ をきちん と包んで,
なか い

か ごの中に入れ ま した。か ごをふた り
かあ い

にわたす と,お 母 さんは言い ました。
き も ゆ とち ゅう

｢気 をつ けて持 って行 くの よ。途 中で

あそ

遊んだ りしてはいけ ませ ん よ。それか
とう た お

ら,お 父 さんが食べ終 わった ら,す 薗
かえ

に 帰 って い らっ しゃ い よ。｣
いえ とう はたら

ふた りの家 か らお父 さんが働 いてい
しんでん ある ぷん

るソル トレー ク神殿 まで歩 いて30分 ほ
どう しん

どかか ります 。お父 さんは そこで,神
でんこう じ い し く はたら

殿工事 のために石工 とレて働 いてい ま

した。
とう ヒ た

お父 さんは,お べ ん とうを食べ なが
にち たの

ら,ふ た りとい っ しょに一 日の楽 しい
はな あ

で きごとにつ いて話 し合 い ます。 そ う
ぶん ある

す ると,30分 も歩 いて きたつかれが う
き

その ように消 えて しまい ます。ふ た り

神殿 のおが くず
はな し

話:ガ ー トル ー ド･M･リ チ ャ ー ズ
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お もて あ

表 とぬい合 わせ ま した。 それか らおが
たいせつ

くず をいっぱいつめ ると,大 切 なおが
あな

くずがこぼれ ないよ うに穴 をていね い
あ はり あ

にぬい合 わせ ました。針 さしがで き上
とく い

がる と,ロ ー ジーは得 意げにそれをお
とう み たいせつ たから

父さんに見せ,そ してほかの大切 な宝
もの か あ け しようだい うえ

物 といっ しょにお母 さんの化粧 台の上

にお きました。
ねえ

それか ら しば ら くして,お 姉 さんに
あか う かあ

赤 ちゃんが産 まれ るとい うので,お 母
いえ まか

さんは家の こ とをロー ジー に任せてア
ゆ いもうと

イ ダ ホに行 き ま した 。 ピー マ ンは,妹
き した あそ

のア ギー とバー デ ィーが木の下で遊 ん
あいだ とう て つだ にわ そう

でいる間,お 父 さん を手伝 って庭の掃
じ あさ

除 を し ま した 。 あ る朝,ロ ー ジー は,
き ふる ふ く い ろ

バーデ ィーの着 ているお古の服が色あ
き き

せてす り切 れているの に気づ きました。
あたら ふ く つく

そこで,新 しい服 を作 ってあげ ようと
おも とう ぬの か

思い,お 父 さんか ら布 を買 うために25

セ ン トもらいま した。 さっそ くマ クマ
みせ い

ス タマ さん のお 店 へ行 って,か わ い い,
ぬの か

ピンクのチェ ックの布 を買 って きまし り
ぬの ゆか ひろ しんで ん

た。布 を床 に広 げる と,神 殿のおが く
はい はり はり ぬ ふる

ずの入った針 さ しか ら針 を抜いて,古
ようふ く うえ

い洋服 をその上 に とめ ました。そ して,
ようふ く かた ぬの き

洋 服の型 にそって布 をていねいに切 り,
ぶ ぶん あ

それぞれ の部分 をぬい合 わせ ました。
とう し ごと か え

お父 さんが仕事 か ら帰 って くるころに

は,バ ラのつぼみの よっにか わいい,
ふく

バ ー デ ィー の 服 が で きあ が っ て い ま し

た。
おと な よう さい

大 人に な ってか ら,ロ ー ジー は洋 裁

30

てん はたら かあ いもうと

店 で働 くよ うにな り,お 母 さんや妹 た
ようふ く つ く

ちの ために,き れいな洋服 を作れ るよ

うにな りま した。 しば ら くして,お さ

なな じみの ジ ョデ ィーが,ロ ー ジーに
けつこん もう こ ししんでん

結婚 を申し込み ました。神殿のおが く
はい はり み

ずの入 った針 さしをじっ と見つめなが
しんでん けつこん

ら,ロ ー ジー は,神 殿 で結婚 した い と
おも た はじ

思い ました。けれ ども,建 て始めてか
ねん しんでん あ

ら40年 もたつ のに神殿は まだで き上が

って いませ んで した。 でも,ジ ョデ ィ
とう

一 の お 父 さん は
,ロ ー ジー た ちが ロー

ゆ き しゃ きっ ぷ か

ガンへ行 け るように,汽 車の切符 を買
しんでん

って くれま した。 ローガ ンに神殿が あ
よ は

ったか らです。 そ して,良 く晴れわ た
がっ ひ

った6月 の あ る 日,ロ ー ジー た ちは ロ
しんでん けっこんしき

一 ガン神殿 で結婚 式 をあげたの でした。
しんでん はい は り

神殿 のおが くずの入った針 さ しは,
みたら いえ ひ

ロー ジー とい っ し ょに新 しい家 に 引 っ

こ はり

越 しました。それか らとい うもの,針
ゆ

さ しは ロー ジー の行 く とこ ろは ど こへ

で もつ いて まわ り ま した。 そ して,こ
はり にん こ ども

の針 さ しは,ロ ー ジー の8人 の子供 た
しんでん たいせっ お も

ちに神殿が大切であることをいつ も思
だ とう い

い出させ ました。お父 さんの言ったこ
ただ

とは,正 しか っ たの です 。 ロー ジー は
こころ しんでん はり じ つく

心か ら,｢神 殿 のおが くずで針 さしを作
おも

っ て よか っ た｣と 思 うの です 。
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ロ ー カ ル･ニ ュ ー ス

可をいただきました。

酒とタバ コは,福 音 を聞 く以前に も数 回や

めようと決心 しましたが,い ずれ もできませ

んでした。 しか し,宣 教師のチャレンジを受

けて｢こ のチャレンジに応えよう｣と 決心す

ると,い とも簡単 にやめることができました。

定期的に通っていた胃腸科病 院とも縁が切れ

る程,体 調が良 くなってきました。妻も子供

たちも私の変わ りようを見て,と ても喜んで

くれました。砂漠のような大都会の中で,兄

弟姉妹の温かい愛を受け る機会 をいただき,

神様に深 く感謝 しています。私たちは家族が

ひとつの道を歩め る祝福 を喜 んでいます1

神 様は確かに生 きてい らっ しゃって,こ の

道が,真 実永遠の喜 びを与えて くれることを

証 します。

n嚇 勲脚 騰 一
､､､:錨､･

蕉 　 聯

蝉難畿
ヂ蜷 畷

セ セし じお
る 　 　 てぽゴ 露 洗
。∴､､。 麟

繧1軸･

麗胴 鍵

限りない恵みの中で

垂

1976年6月 の初め,陽 はすでに大 きく西に

傾 き,人 気のない雑木林の枝の間か ら赤 い光

が斜めに射 し込んでいました。私はその光を

受けなが ら,落 葉の積 もった草の上 にひざま

ずきました。祈 りの効果 を信 じる気持ちはあ

りましたが,そ れでもなお心の片隅に,無 駄

なことだ,自 分は頭がおか しくなっている,

す っか り弱気になっているのだ,と い う思い

が残っているのでした。私は小 さな声で祈 り

始めました。

｢モ ルモン経は真実でしょうか
。この教会

は本当に回復 された唯一の教会なのでしょう

か。私たち家族が教会員 となることは本当に

正 しいのでしょうか。ジョセブ･ス ミスに現

われて下さったと同様に,ど うぞ私に もみ姿

を現わして,私 たちが教会に入るべ きか どう

か をお教 え下 さい｣と 。 もちろん御父と御子

の訪れはあ りませんでした。けれども,祈 り

.終 えた私の心は非常に軽 くな り,安 らかな気
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持 ちでその林をあ とにしたのでした。

私が この教会 を知ったのは,こ のことがあ

った半年前の1月4日,ふ たりの外人宣教師

が私の家 を訪問 して下 さった日のことです。

上手な日本語で,イ エス･キ リス トについて

お話 したいと言 うのを聞いて,私 は特別な気

持ちにな りました。 とい うのは,こ の数年間

に,妻 の母親の急死 と,私 の父の病死に直面

し,人 生の目的,生 と死について深 く考 え,ま

た仕事(建 築設計)の 上で新 しい確実な指針 を

得たいと願 って,い ろいろな思想,芸 術,社 会

学の論文を読みあさっていたか らです。特に,

父の入院先の病 院の牧師さんか らいただいた

新約聖書を取り出して読み,イ エス･キ リス ト

の純粋な愛 と生涯に心を動かされていたのです 。

それから,週 に一度のレッスンと,モ ル毛

ン経の勉強によって福音の知識が増 し,私 は

もちろん,妻 とふた りの子供たちも次第に熱

心になってきました。 しか し,40年 間 かけて



EE

。〈〆一よ。準準

つ聖〔4ア⊃1号》(〃寸×自萎･×丁髪。享率つ

鯉騨(幹酔㍗⊃1聯蝉扉暫(〃).こ〉享`ン阜(〃昇･章i

雛4し§⊥)。つ翠鞭実彙〉騨鷹去曇窪二躍辛

払準寺。幸罫唱｢ぞ･へ:γ｢孝弔幸(〃o割?詫

ユ稽郷郵44挫`コ1留4>認4･へ)し9睾暉

ρ量(〃弔Y,←(44筆(〃皐豊ψコ⊃1々Y(〃〉･多

o
.創季･へ》(ン量マ丸へ尋(ゴ尋羊腓毛博季凹コ素〉

蛍等国王(〃睡)つ〉魯尋厚弓:`⊃1(圏4身マΨ

黛払つ4⊃憧軍(〃々導(〃魁。.私払量∬黛)つ

G～).し2⊃1挫写障赫`⊃1(浮4>彙)一し〔}孝

昌目尋臼4鴇士o享弘ぞきぺ1(4皇日峯宰Rコ

?η(ぞ毛1し⊃1者母§駈ぞきつ§を`o薯8暴

甲qつ里(ゴ4鋼･へ吻遅(44鴇壬`コ鋤。.昏…F

･へ)つ鯉騨皐ぞコ(罫･へ)勲:蚤々日孝穿革･へ身

o削。.鼻準･へ詠ノソ量(ゴ･字Ψ孝ぞコ?(ぎ4マ罐

4η§劃回)∩ぞ墨黛(〃を`穿(ゴマ里}§4冥?

象)堵)免⊃1畢野§4幸ユしゑ∩φ`マ日舳測o

了日今`曰く7尉0ア日三堀0‡準曳へ)｢鯉騨臼

･4つ･孝ぞ=身(ぎ遅マζ,。4ロ孟昂否影ぞ･畢畳碁へ

つ開⊃1(潔4(〃翼牽(〃コア腱。尊¥(〃禦ムへつ

§ら4鍵季革⊃1男,r⊃μ老.`)鼻着(〃禦ZI認し

射孝劉難ヨ1マ睾;馳噂巨`2拳4皇)･し号毛陥
`･へ号つ剰幽⊃1･へ互コ麹･へつ罪`翻･へつ呈

。4つ準∩ぞ1:…縛尋つ浸(〃妾`)､qii尉孝塾へ潔ぞ

魁晦(〃曝いへ2⊃1←宇〉圓)一つ〉魯孝[r羅)
舶

甲切孝草冴判挫。.創弘(〃尋マ漏(〃Q当孝4算老
。享払(〃4q彰孝ぞコ管(孝払輩昇(〃戻割←身身

》つ2Y十二}一宰瞳弔皐こ〉.鼻身(〃彰目`鋼(〃老

味3穿勲。葬つユ9妾耳§圏ヨ≡伴1挫`･4←(乞

詳(〃管吾4者遅丑巣･.へ軍尋←ア(〃老`⊃腱･へ

暴(〃瀦碧04つ準婁鍵(}).ぞ写1挫。,到払(〃(Σ

壱つし窪:～q=γつ浸コY十工}一母推。4つ準螺

勲歩四⊃1(営ミラミラ営事一鴬Y十:}…孕盈)智螺キ

ー嬰×恥堕尉挫`潟尋蛍(〃を。4つ翠･へ)し

4宗⊃旧(〃等蛍(〃日謝丁(〃》¥盟蓼一,4'∠科

日(〃老謡⊥`4準。妻つ準qi劉尋弔レ董帝(〃ぞ

コ⊆昂身〉ア尋4/一ロ→･([=(〃弱団`2⊇〉

團⊃潭業尋ぞコ←呈(〃Y`ぞコ身望払耳ヨ1`者

轟(〃老。4つ季Q塁`つ;孕尊姻}(圏率尋壷羽

婁こ〉享尋(〃¢目4翠`つヨ工孝草冴(〃岳學‡:1推
。↓払2コ(〃廟⊇蕪駄4目40D

一しY⊃,等弊

。4つ率つo隈孝日彰)/1隈劉

⊃1穿革(髪･へ)畔(ラ望看一`q量孝(〃管η喜9号

》融`⊃1←ア⑫》不》構孝4/語き4孟ユ(Σ準

`遅繹略ぞ戦講(〃…百Y4魁⊃1払準η妾`4季

。4つ準睾)
.しマ遅》ア躍羅ぞ亘革呈}(〃v[劉Y

`マρ量(影塁耳享(:'ゑつ47`44つ毒挫4･へ》し

¥孝毘具).畔享`).マ集2評購蚕(〃奥1呈昂畏

醤別耳享Y`(凋向⊃1(圏儲孝中(〃皿`毒準η老
。
.侮).ぞコ(〃目乙測

穿コ。4つ季勲蒼母ム×壬。乙y)し(を妾測遡

逗臼4推`睾詳払へ)一つ孝聖コ蝉猛耳牌蝉料

O隊普q払4暴(〃Ψ迅`吾滑婁健訓餌1齪1素

穣鴛･へ卸粕狙⊃焔し望`:以つ〉身製則尉

⑦妾。潔つ,)(〃4c'母〉騨判(4射導いA2?

塾4量π管Y>古⊃好塀(ゴ4=～コ(〃老`つ4

つ。4!1払γ吾季ぞ14孝嬰塁`(潔32つ由縁

臼碁当(〃老⊃博瀦…F一`寧雛製～辞毛1。⊇〔

季嘉),外4丁嘉鄭雛へ量乞･硯｢⊃匹ア⊆呈

ぞ?毛1誉母ム×嬰孟卜<`),つ塁…塁⊃趣目塀耳｣

`Ol中(〃つ'(〃濾蓄彫`)し4告ま日OI(外字辞を

。
.昏}毛μ=γし塁)しY⊃1融斗:講(〃〉

兵⊃19ア4ン無⊃傷`窒髪ぞ←:f》)･(潔卒･へ

聾暑耳⊃1牌`⊃1←アq圓マ×ミ×･ム牙E6

`(}窪者鞍(〃を。4つ毒数身:⑫(圏率妥購玉…(〃妾

`2幽へ押財勲払)話蚤字考〕斑∂コ`)･し尋

ぞ躯軍⊃1鄭4畔老。!ソ吾準婁撃士1回一別つ'認

?Y⊃1等聯`コn解,:～〔4射i導⑦妾`4(を=:～

。
.昏毒(〃4(潔騨q劉孝ぞコ身(ぎユ喚ξ…(〃話覚4

署･(ま4r謎)つ←=。傘)(〃?η(ゴ魁コ々¥

味最回(〃マコ払へ).し留⊃1醜瀟`丁(〃を。･4

γ吾季o(群,･)一弘へ》'り4是⊃,刑･囲糠恥～

妾`⊃胆鯛(〃響く卍4母`}鯉半輩募ンい埠.

ぞ¥》こγし剴⊃1¥(〃象量?戦暴耳1Y(〃払準辞
　　

を`2?享。認つ準勲購》袈尋紮･く}4r卍別

推`傑(ゴ4払へ無。4γ吾率穿(ゴ窒箪寧P哺賜

9妾`享n扉喚(〃冊暫鳶盛量弔Y4.皐ンへ詣

〕ど一1==･4r【r一口

A

霜



証を得る門を開《

セ オ ・E・ マ キ ー ン

私 が人か ら受けた教訓の内・最 も匠口象深 く
心に残っているものに，若 く美しいひと

りの女性か ら受けた教訓がある。彼女は私た

ちと一緒に生活 しなが ら，ブ リガム ・ヤ ング

大学へ通 って勉強 をしていた。彼女は全盲で

あったが，その能力は，知的な面でも霊的な

な面で も，群 を抜いていた。電話番号 も，た

った一回尋ねればそれですんだ。決 して忘れ

なかった。また彼女 は，私の妻や他の入々か

ら宿題の本を読んでもらった。 しか し一度読

んでもらうだけで，テストの得点がクラスで最

高 とい うのも珍 しいことではなかった。

私 も当.時，大学生であったため，各学期の

初めにザ被 女 と盲導犬を新 しい教室に連れて

行ったものである。 しか し一度連れて行けば，

彼女にはそれで充分であった。同じように，

彼女は福音の原則も， ただ一度学べ ばそれで

よかった。いつでも， どこで も，その教 えに

従って，信仰深 く生活していた。

私は彼女か ら， ドアの開閉に関連 して教訓

を学んだ。彼女は聴覚が極めて発達 していた

ため， 自分の足音の微妙 な反響で， 自分が ど

の ドアに近付いているかがはっきりとわかっ

たのであった。そして， ドアが半開 きの状態

にさえなっていなければ， まっす ぐに ドアの

所まで歩いて行けた。 ところが，だれかが不

注意に ドアを半開 きのままにしてお くような

ことがあると，彼女はまごついてしまうのだ

った。

怠慢による失敗

主は，私たち主の子供たちが，人生の ドア

34

を善 に対 して開き，悪に対 して閉 じてお く時

最 も喜ばれる。古代のラオデキヤに住む教会

貝に対 し，主は次のように言われた。「わたし

はあなたのわざを知 っている。あなたは冷た

く.もな く，熱 くもない。むしろ，冷 たいか熱

いかであってほ しい。

このように，熱 くもな く，冷た くもな く，

なまぬるいので，あなたを口か ら吐 き出そう。」

(黙示3：15-16)

学 ん だら，学んだ ことに従って生活する

教 えることの最大の 目的のひとつは，善悪

の違 いに気付かせ ることである。すなわち，

自分の人生に何 を取 り入れ， また何 を拒んだ

らよいかを知 るこ とである。 しか しなが ら，

私たちに与えられている最：大のチャレンジは，

真理 を学ぶこ とよ りもむ しろ， ひとたび真理

を知 り，理解 したら， それに従 って生活す る

といりことである。

主は， ラオデキヤに住む教会貝の不信仰 を

叱責 され ると共に，み言葉に従 って生活 して

いた ヒラデル ヒヤに住む教会員 をほめ られた.。

「ヒラデルヒヤにある教会の御使に
，こ う書

きお くりなさい。『聖なる者，まことなる者，

ダビデのか ぎを持つ者，開けばだれに も閉 じ

られることがな く，閉 じればだれに も開かれ

るこ とのない者が，次のように言われる。

わたしは，あなたのわざを知 っている。見

よ，わたしは，あなたの前に，だれ も閉 じる

ことのできない門を開いておいた。なぜなら，

あなたには少ししか力がなかったに もかかわ

らず，わた しの言葉 を守 り，わたしの名を否



まなか ったか らである。

忍耐 についてのわたしの言葉 をあなたが守

ったか ち，わた しも，地上に住む者たちをた

めすために，全世界に臨もうとしている試練

の時に，あなたを防 ぎ守ろう。」(黙 示3：7-

8，10)

学 ぶ側 にも責任 はある

教授 と学習の過程 を完全な もの とするため

には，教える者 と学ぶ者の双方に， どうして

も果たさなければならない重大な責任が ある。

教師は生徒に福音の勉強を促 し，生徒の学

んでいるこ とが真実であると証 し， また生徒

一 人一 人に福音を自分の生活に取 り入れるよ

う勧め なければならない。それと共に，受け

入れるか拒むかを決め ることので きる，生徒

自身の完全な権利 と責任をも尊重 しなければ

ならない。

一方
，学ぶ側でも，ひ とたび真理の原則を

求めて聖典や神の生け る予言者の言葉を研究

し，その結果，聖典 の力によってこれ らの原

則が真実であるこ とを理解 したな らば，次に

は自分 自身でそれに従 う決意 をする責任があ

る。最：終的にそのように決意するこ とは，生

徒の学習の過程 を完全な もの とするために必

要欠 くべからざることである。(「聖徒の道」

1977年4月 号p.27， 「教授 と学習の関係」の図

を参照)

学 習は，「善悪を弁え……一切 の善いことを

つかんで」(モ ロナイ7：19)は じめて，完全

な姿を取るのである。

喜 んで従 う

ヨシュアは イスラエルの民に向か って次の

ように言った。「あなたがたの仕える者を， き

ょう，選びなさい。ただ し，わた しとわたし

の家 とは共に主に仕 えます。」(ヨ シュア24：

15)

ナサ ン ・エル ドン ・タナー副管長は， ヨシ

ュアの言葉 を次の ように解説 している。「あな

たがたとは，選択はあなたがた一人一人にか

かっている，そして自分の選択 とそれに伴 う

結果については全責任 を負わなければな らな

いとい うこ とである。仕 えるとは，単に消極

的に受け入れた り， 口先 だけの奉仕をするこ

とではない。その言葉の意味す るところをこ

とごとく受け入れることである。者 とは， 自

分が仕 える相手，あるいは神 を指す。きょう

とは，今こそ選びの時であり， 自分の行 く末

を決め る時であるということである。明 日で

はない。明 日などはな く，あるのは今 日だけ

である。選びなさいという言葉は，私たちに

は自由がある，選択す る権利 と特権がある，

とい う意味 を含む。」(α 伽腕1物 ωS「チャー

チニューズ」1963年6月8日 ，p.13)

時折 ，私たちは，今 日の世 の中に誤 りと悪

がひ どくはび こってい ることを考 えて，失望

を感 じる。しかし，私たちは，今 は主のみ言

葉が全地に充ち満ちる時でもあることを忘れ

てはならない。私たちは，福音が与えられて

いる恵 まれた時代に生活 しているのである。

私たちに与えられているチャレンジは，それ

を学び，それに従 うことである。そのような

生活をすれば，最.終的には，必ず現存の邪悪

に打ち勝つ ことができるのである。

「現在，主は， この時代について，大管長

会 を頭 とする生け る予言者たちを通 じて，全

地の住民に， とりわけ教会貝に， そのみ心 を

明 らかに しておられる。大管長会が語ること

は，主が 自らこの地上におられたならば言わ

れ るはずの言葉である。……従って，その言

葉は，教義 と聖約や他の聖典 中の啓示 と同様，

研究 し，理解 し，従 ってい くべ き言葉なので

ある。……

現在は，真理 と偽 りとの間で大 きな争いの

ある時代である。……真理 と偽 りとを区別で

きる確かな方法は，ただひとつ しかない。そ

れは， これらの事柄について御父はどの よう

に考えておられるか， よく学び，そしてその

教 えを実践す ることである。」(マ リオン・G・

ロムニーCo吻7伽6d～ ερoγ'「大会報告」1945

年4月 ，p.90-91)
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私 たちには答 えがある

福音には，私たちの当面す るチャレンジに

対する答 えがある。そして，教師 として私た

ちが応えなければな らないチャレンジは，生

徒が各 自の生活で充分に福音 を実践 できるよ

う助けを与えることである。

ニール ・A・ マ ックスウェル長老は， この

点について次のように言っている。「私たちは，

親 として， また教師 として，青少年にこれま

で以上に大きな助けを与 えなければな らない

時期に来ている。青少年に，福音 と現実の世

界の問題 との間には深い関連があ り，また福

音には人間の問題を解決する力 もあるとい う

ことを理解 させなければな らない。」(1970年

夏，ブ リガム ・ヤング大学においてセ ミナ リ

ー
.・インスティテユー ト職員 を対象に行なわ

れた説教より。今月号の記事 「福音により人

生の問題を解決する」p.37参 照)

実行することは知 ることである

福音 を熱心に研究する時に，何 を行 なうべ

きかがわかるようになる。そして，それ を実

行する時に， それが真理であることがわか る

ようになる。「実行」するかしないかの鍵は，

私たちが従順な者 となるかどうかの選択にか

かっている。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は，それ を

次のようにまとめている。

「現世の入間はふたつの面 を持った存在で

あり，この死すべ き世で，ふたつの相反する

勢力の影響下に置かれている。一方 で神の影

響力は，人に霊感 と励 ましを与 え，生命の道

に従わせ ようとする。 もう一方では，サ タン

の力が，人に，神の戒めに対 し不信 を抱かせ，

それ を無視 させ ようとしている。そして人は

選択のいかんによって，すべ てを手中に収め

るか，すべてを失 うかのどちらかの結果 を被

るのである。人がこのふたつの相反する力の

影響下か ら逃れる道はない。必然的に， どち

らかの影響 を受けるのである。人には，神か

ら与えられた自由意志に よって選択す る力が
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あ り， 選 択 は 人 自 ら が し な け れ ば な ら な い の

で あ る 。」(Co卿 名6耀θRθ ρ07'「大会 報 告 」1962

年10月 ，p.94)

主 の勧告

私たちの救 い主は，古代におけると同様，

現代の私たちに も勧告 を与えてお られる。主

は，古代のラオデ キヤに住む聖徒たちに次の

よっに言っておられる。

「すべてわたしの愛 している者を
，わたし

はしか った り，懲 らしめたりする』だか ら，

熱心になって悔 い改めなさい。

見よ，わた しは戸の外に立 って，たたいて

いる。だれで もわたしの声を聞いて戸をあけ

るなら， わた しはその中にはいって彼と食を

共にし，彼 もまたわた しと食を共にす るであ

ろう。

勝利 を得 る者には，わた しと共にわた しの

座につかせ よう。それはちょうど，わた しが

勝利を得てわたしの父 と共にその御座につい

たのと同様である。

耳のある者は，御霊が諸教会 に言 うこ とを

聞 くがよい。」(黙 示3：19-22)

黙 示者 ヨハネは，このみ言葉 を記録 したあ

と，続けて次のように言っている。「その後，

わたしが見ていると，見よ，開いた門が天に

あった。」(黙 示4：1)

私 は，私たちすべ ての者が努力次第でその

ように開かれた門の前に立てるとい うこ とを

証 申し上げる。それが実現するように， イエ

ス ・キ リス トのみ名により，お祈 り申し上げ

る。アー メン。

☆ ☆



福音により

人生の問題を解決する

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル

(1970年 夏 ， ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 に お

い て セ ミナ リー ・イ ン ステ ィテ ユ ー ト職

員 を対 象 に行 な わ れた説 教 よ りの 抜粋)

私 は激 会の青少年はどのような人々であ
るか 自分なりに考えていることを，ここ

で包括的に紹介 したいと思 う。……

私 は， この神権時代が始まってこの方， こ

の教会に質的にも量的にも，今程選 り抜 きの

青少年が多数存在す る時代はない と信 じてい

る。彼らは固 く決意 し，奉仕の精神 を持ち，

福音が真実であると信 じ，その証に従 って生

活を律 し， しかもなお， 困難な選択にもひる

まない という意味で，選 り抜きなのである。

知識の面でも決意の固さにおいて も，彼 らは

抜きん出ている。 しか しなが ら，教会の青 少

年がひ とり残 らず，今 申し上げた状態にある

わけではない。活発で頭が良 く，感化力が非

常に強い ものの，選 り抜きと呼ばれ る程には

福音の教えに精通 していない若入がその大部

分 を占めている。 また一方で，反抗 した り，

反対 した り，離反した りする者もいる。教会

の青少年 とは言っても，皆さんの担当する青

少年 は，選 り抜 きの者か ら反抗す る者 まで，

実に様々である……

関連づけることの重要性

私たちは，親 として， また教師 として，青

少年にこれまで以上に大 きな助け を与えなけ

ればならない時期 に来ている。青少年に，福

音 と現実の世界の問題 との間には深い関連が

あ り， また福音 には人生の問題 を解決する力

もあるということを理解 させなければならな

い 。"●'"

つ まり，青少年 にはまだその関連づけがは

っきりしていない とい うことである。福音は

単に語れば よいとい うものではなく，実践す

る必要があるということを彼 らに気付かせ る

必要がある。 さらに また，福音によってどの

ように人生の問題が解決できるか を知 り，こ

れまで以上 に確 実に，上手に， しか も霊的に，

福音 を家庭生活に取 り入れなければならない

とい っこ とである。

教会 の青少年 は平和 を

作 り出さなければならない

教会の青少年の役割を考えてみよう。青少

年は現在次のような矛盾 を抱 えている。まず，

一方 で
，聖典や予言者たちを通 じて，地上か

ら平和の取 り去 られる時が速やかにやって来

ると教 えられていること。私 たちはこのこと

をよく知 っておかなければならないし，無知

ではいられない。 ところが もう一方で，その

同じ聖典や予言者 を通 じて，平和を宣言 し，

平和 を作 り出す とい う責任 も負わされている

ということである。このふたつの教 えが一見

相矛盾 しているように見えようとも，青少年

はいつ もそれを心に留め，世の事柄に慎重に

対処で きるような生 き方 を求めなければなら

ない。この世 には，二度 と平和の訪れること

がな くとも， それでも平和を作 り出す者 とな

らなければな らないのである。 ところが，青

少年 は，教会で一部の大 人が しているように，

とて も承諾しかね る行為 をとる可能性がある。
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それは，現代の ヨナになる とい うことである。

つまり，ニネベに災いが下 るのを予言 した後，

自らは山の小屋に逃げ込んで，高みの見物 を

決め込むという生 き方 である。救いよ りもむ

しろ災いを強調す るといったヨナの生 き方 を

主が，愛情 をもって， しか しはっきりと叱責

されたことには深い意味がある。教会の青少

年は，たとえ災いが迫 って来 るの を感 じよう

とも，できる限 りの力を尽 くして， 自分たち

のニネベの中で働かなければな らない。責任

を解かれるまで， その職務か ら離 れるような

ことがあってはな らないのである。大人 とて

も同様である。私 たちは ヨナのように安穏 と

暮らす ことはできない。 自説の正 しさを立証
'
す るために，災いが現実に起 こるよう望む と

いった生き方はできないのである。

リーハイの例はそのことをよく教えている。

リーハ イは，過去 の経験か ら，息子たちの内

のふた りは大成 しないであろうということに

気付いてい鵡 しか しそれでも， リーハイは

死ぬまで， このふたりを愛 し，祝福 し，勧告

し，仕 え続けたのである。私 たちはこの生 き

方を模範 としなければならない。また，現代

の二ベネに生きる青少年 もこの生 き方 を模範

とする必要がある。私たちは， ヨナのように，

タルシシに逃 げ出ていやな仕事か ら手 を引こ

うとす るようなことがあってはならない。山

に登って，災いが下 るのを待 っていることは

許されない。主が指示される限 り，委 ねられ

た職務か ら離れてはな らないのである。この

ことは，大 入の中に実際に良い模範 を示 して

いる人がいれば，教会の青少年に とって， そ

れ程難 しいことではない。 しか し，だか らと

言って，数々の予言や実際の出来事に無頓着

でいてよいということではない。それでも，

少な くとも，あまり急いで山に駆 け上 らない
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よ うに し よ う で は な い か 。 … …

愛のカ

ワシン トンD.Cに 私 の親友がいるが，数 ヵ

月前のこ と，彼が家に帰 ると，丁度強盗が押

し入っていた ところであった。友人はそこで

やや軽率に，強盗 と格 闘を始めて しまった。

その時，強盗の撃 った銃弾が友人の脊椎骨に

当た り，そのために，彼は生涯，下半身不随

の身 となってしまった。それ まで強壮で屈強

な体格 を誇っていた友人の生涯は，一瞬の内

に暗転 して しまったのである。私は，その惨

事 の直後，病院に彼を見舞い，丁度教会です

るよっに，慰めの言葉 をかけ よりとした。 と

ころが私が反対 に慰 め られて病院 を出たの

であった。彼は，赦 しの問題で必死に悩んだ

末， ようや く犯人を赦せるようにな り， もう

恨みも持 っていなければ，憎 しみ も抱いてい

ないと，涙なが らに言えるようになっていた

のである。そこにあるのは，愛だけであった。

これは，永遠の兄弟愛 とい うものを信 じてい

なければ， とてもとれる態度ではない。さて，

私たちは 「兄弟愛」 という言葉を使 う時，そ

の使い方 を， もっ とひんぱんに青少年に教え

る必要がある。 また， その中に含 まれている

意味 も説明す る必要がある。そ うしない と，

彼 らは，そ うした高尚な言葉が， ちまたで使

われているの と同 じような意味でしか使われ

ていないと思い込 んでしまうからである。神

が御父であるとい う時，私 なちは何か到達不

可能な超生命力のようなものについて語って

いるのでもなければ， 人類に したい放題のこ

とをさせ， まるで構わない優 しいお.じいさん

の ような方について言っているので もない。

私たちの言 う御父は，愛の深い御父ではある

が，必要 とあらば，私 たちに厳 しい経験をも

}
!

}
}
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させ る御父である。それは，御父が私たちを

深 く愛 しておられるので，その独 り子が体験

されたように，私 たちにも苦 しみや悩み を体

験させ， それによって，御父や私たちの勝利

と知識が完全 なものになるということを教 え

るためである。御父が愛の御父であるという

こ とが，世間の考 え方 と比較 してどのような

意味 をもつか よく理解す るこ とは，青少年に

とって極めて重要 である。

学習の4形 態

私たちは普通4つ の異なった教授法に従 っ

て，学んだ り教えたりしていると思 う。この

4つ はいずれも必要であ り，適切な ものであ

る。 しか し，互いに調和 をはかることが必要

である。その第一は，訓戒である。教会では

これはよ く行 なわれている。訓戒 を与 えるこ

とは多いし， また必要 である。次は説明であ

る。 これ も多 く， また必要 である。3番 目は

模範である。実物に よる教授が一番良いこと

はだれ もが承知 している。ある作家は，「現在，

青少年が応 じる唯一の道徳上のよりどころは，

模範 しかない」 と言っている。4番 目は体験

である。ところが，家庭でも，日曜学校のクラ

スで も，あるいはインスティテユー トやセ ミ

ナ リーでさえも，後半の2点 に対 しては，や や

消極 的な態度が見られる。私たちは，訓戒や説

明には非常に重 きを置いているし， またそう

することも当然である。しか し，学習する立場

から言えば，調和 をはか るためには，これまで

以上の模範 と， これ まで以上の体験が必要 で

ある。私が懸念しているこ とを率直に申 し上

げるが，アロン神権者たちは，自分たちの行 な

わなければな らない奉仕活動 は，ただ 日曜 日

に聖餐 を祝福 し，パ スすることだけであると

思 い込んではいないだろうか。私は，アロン神

権者が未亡人の家のごみ箱を運 び出 した り，

雪か きを行なった りする光景 をもっ と目にし

たいと思 う。そうすれば青少年 は，福音 とそ

の実 を実際に体験 し，福音が真実であること

を知 るようにな.るであろう。そして，だれか

らも教えを受 ける必要がな くなる。青少年が

自分 で体験するか らである。ニーファイ第3

書 を読む と， イエスがアメリカ大陸を訪れた

時，群衆 はイエスに近づいて，「各々みな目で

見，.手で触れて」「その手 をイエスの肋にさし

入れ」「釘あとに触れた」と記されている。群

衆は自ら体験 し，福音が真実であることを知

ったのである。これ こそ，アルマ書32章 に言

われている，完全な知識 を生み出す試みであ

る。私たちはそれが真実であることを自分の

体験か ち知っている。 しか し，実際の体験を

得させ ようとして教会の教室 を空にするわけ

にはいか ないことも承知 している。けれども，

教室 とい うわ くを越えて，福音の原則を実際

に応用できる直接体験を得るよう.にしなけれ

ばならない。これらの体験か ら，教会の青少

年は，霊的な経験 とい う倉を建 て，丁度教会

員が貯えておいた食糧や衣服 を取 り出して来

るように，必要な時にいつで もそれを引 き出

せ るようになるのである。人には皆，その生

涯に，霊的な体験 という倉か ら貯えを引 き出

さなければならない時期がある。私たちの中

には，その倉がほとんど空の者 もいるし，い

まだかつて貯えた ことのない者 さえもいる。

私たちは，教会の青少年が知的な問題で悩む

時に備えて，いつでも貯 えを引 き出せる状態

にしておかなければならない。そうすれば，

彼 らは過去の経験か ら，福音が真実であるこ

とを体験的に知 るであろう。
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寛容な青年 たち

次に，私が骨 を折 った末 ようや くのこ とで

学んだことについてお話 したい と思 う。皆 さ

んの教 える対象が，青少年ではな く，その親

である場合 もあるだろう。今 日，その点に関

してひ とつ 申し上げるとすれば，それは，現

代の青少年が，以前の青少年に比べて，仲間

の起こした間違 いを公然 と非難する とい うこ

とに関 してははるかに消極的だ とい うことで

ある。だからと言って，現代の青少年が必ず

しもそうした行 ないを肯定 している とい うの

ではない。これはなかなか理解 し難 いか もし

れないが，大変重要 なことである。現代の青

少年 ははるかに寛容 であって，仲間がなにか

悪いことをした時で も，す ぐには見放 さない

のである。これを見て，大 入の中には，それ

は黙認ではないか と思 う人もいる。 しか し，

そうではない。彼らは仲間を認めないと同時

に，や りこめもしないのである。私 は親 とし

て，自分の息子や娘が，身の回 りで起こってい

ることを公然と非難す る時があってもよいの

にと思 うことがある。 しか し，子供 たち と静

かに， しかも愛情 を持って話 し合ってみてわ

かったのであるが，彼 らはそ うすることを好

まないのである。彼 らは仲間をや り込めた り

することを好まないのであ る。大人が理解 し

なければならないことは，青少年は，仲間の

行為に憤 りを感 じても，私たちが望む程，率

直にはそれ を表に現わさないということであ

る。従って，彼 らがそのような態度をとった

からといってす ぐさまそれを肯定 しているの

だ と受け取 った りす ると，手痛い過ちを犯す

ことになる。

聖典 は讃美歌集の ようなもの

最後に，青少年にひとりで聖典 を読みたい

40

とい う気持 ちを起 こさせる新鮮 な方法 を考 え

出して欲 しいと願 っている。思 うに，聖典は，

讃美歌集にた とえると一番はっ きりと理解 で

きるのではないだろうか。つ まり，讃美歌集

の歌 は皆，長年 にわたって その有 効 性が 実

証 されてきた曲ばか りである。 しか し，私 た

ち大人は， 自分の好む曲を数曲，いつ も繰 り

返 し繰 り返 し歌 う。その曲は，青少年には気

に入らない曲か もしれない。ある意味では，

聖典 も讃美歌集 と同 じである。歌 ったり聴 い

た りしなければならない曲は数 多 くあるが，

私たち大入の好 きな曲が，必ず しも，青少年

の好みに合 うわけではない。一人一人自ら聖

典を読むことによってはじめて，今 日その必

要に応 じて語 りかけて くれる聖句を見つけ出

すこ とができるのである。 どれ程念入 りに学

習計画 を立てようとも，個 人の要求に100パ

ー セン ト応えてやることはできない
。自分 で

讃美歌集 を開け，音楽を聴かなければな らな

いのである。聖典は， いつ も目の前にあって，

語 りかけ，ささや きかけて くれる。 しか し，

時には， 自分ひ とりで勉強しなければな らな

い時 もある。青少年 のそのような要求 を大人

が完全に予想するということはできないこと

だか らである。……

私たちは王国の困難な責任を引 き受けてい

る。そして事実，その ように感 じる 日もある

ことだろっ。そのために，今 日，この定め ら

れた時に，神が皆さんを現在の職務に召して

下 さった とい うことに対 して，特別に感謝の

気持 ちを抱 くことが必要である。神がこのた

めに私たちを祝福 して下 さるよう，この教会

の頭であるイエス ・キ.リス トのみ名により祈

るものである。アーメン。
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副編集長 メル ビン ・レビ ト

1942年5月15日 ・ ピ ー ト'フ ラ ム は 妻 に キ

スをして，「明 日帰って来るから」と言い

残 して家 を出た。オランダの春 うららかな田

園地帯 をアルンヘムに向か う汽車の中で，彼

は責任のこ とを考えていた。オランダ伝道部

の第二副伝道部長 という重責を思 うと，耐 え

がたい思いであった。

不幸にも， この旅行は避けることができな

かった。当時オランダは ドイツの占領下にあ

り，退役海軍士官であった彼は，他の士官 と

一緒に
，アルンヘムで登録 をす るよう義務づ

け られていたのである。

このような登録は これ までも度々行なって

きたことであった。そのため，やっかいでは

あったが，いつ もの こととして別に気にもし
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捕われの宣教師

ていなかった。彼は窓の外 を飛ぶように過 ぎ

てゆ く緑の畑 をながめていた。しか し，一泊

の予定のこの旅が，実に3年 間の捕虜生活へ

向か う旅になろ うとは彼は夢にも思 っていな

かった。

アルンヘムに到着す ると，オランダの士官

は全員捕虜 として列車で ドイツに連行 される

と通告 された。ピー トは，夜の暗闇の中を，

列車に揺 られてランクバッサーの捕虜収容所

に向かった。 しか し，彼の心 は， 人いきれの

する狭い車両 とは別の世界 をただよっていた。

「なぜ，私が捕虜に?」 沸々と疑問が湧 きあ

がって くるのだった。主は彼を副伝道部長に

召された。彼は必要 とされている人であった。

その彼がなぜ捕虜 として連行 されなければな

らなかったのか。列車のガタゴ トとい う音が，

「なぜ，なぜなのだ」 と繰 り返 し問 うている

ようであった。 しか し，答えはなかった。

ピー トは強い信仰の持ち主であ り，実際に

答えを必要 とはしていなかった。いずれわか

るだろうと，彼は考えていた。

それからしば らくLて ，彼はその捕虜生活

が教会史上特に困難な伝道の召しの中で最 も

輝かしいものとなったことを知 ったのであっ

た。

ランクバ ッサーの収容所に入ってから間 も

ないある日の こと， ピー トが不潔 なバラック

を出て草の上で横になっていると，そばにい
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た仲間のひ とりが，宗教につ いてピー トに問

いかけて きた。ピー トは彼が疑問に思 ってい

る事柄にすべて答えた。これが きっかけ とな

り，やがてこの収容所で伝道のレ ッスンが始

まった。

程な くして，教会について話を聞 きたい と

いう人々が大勢現われた。 しか し，監視員の

目があるため，大勢 を集めて話をすることは

できなかった。そこでピー トはふた りずつ選

び，彼 らと一緒に収容所内を散歩 しなが ら，

教会について話 をす ることにした。

それから数 ヵ月 して，捕虜たちは， ロシア

とポーラン ドの国境近 くにあるスタニ スラフ

に移 された。ここでもピー トは，散歩 をしな

が ら福音 を説 き続けた。

中で も熱心に ピー トの話に耳を傾けた捕虜

，たちが，礼拝行事 を行なえないだろうか と尋

ねてきた。そこで，収容所の端にあって使わ

れていない建物を集会所に定め，窓を毛布で

おおって，秘かに礼拝行事 を行な うことにな

った。古い石けん箱が彼らの説教 台であった。

特別な集会を聞 くことが固 く禁 じられていた

ために，何事 も秘密の内に行 なわなければな

らなか った。

こうして開かれた礼拝行事は，通常の もの

とはやや 異なっていたが，常にみたまに満 ち

ていた。開会 と閉会の讃美歌は歌わずに，歌

詞 を読むだけであった。監視員に聞かれるの
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を恐れたか らである。その上，・礼拝行事が終

わると，ひ とりずつこっそ りと出て行かなけ

ればならなか った.。

有刺鉄線に囲まれた収容所の中では，福音

の原則が厳格に守 られた。断食 日曜 日には，

配給されるカップー杯の豆 をほかの仲間たち

に分け与え，空腹に耐 えなが ら彼 らは断食 し

た。そして，彼らの多 くは，空腹で眠れない

ため夜 を徹 して祈 り，その結果福音の証に 目

覚めたのであった。最 も懐疑的であった求道

者のひ とりは， そのような断食の夜に証 を得

た。翌 日，涙で頬 をぬ らしなが ら壇上 に立 っ

た彼は，言い尽 くしが たい平安な気持 ちを得

ていることを証 した。そ して， 日曜 日の集会

のために自分にも少し手伝わせてほしいと，

謙虚な態度 で願 い出たのである。ピー トが彼

に，毎週床掃除をしてほレい と頼む と，彼は

名誉な務めであるとそれを承諾 した。「この部

屋においでになるあなたは，聖なる神権者で

すか ら。」.

また，MIAに つ いて話す と，彼 らは是非

自分たちも組織 したいと語った。そこでピー

トはMIAを 組 織 して，会長会 と書記 と教師

を召 した。彼 らはその集会で教義 と聖約を学

んだ。後にピー トは，彼らの講義以上 に素晴

らしいものを聞 いたことがない， と語ってい

るρ

収容所内を散歩 しながらの福音の講義が何

＼

ヵ月も続き，.人々は次第に福音に対 して強い

証 を持つようになった。彼 らは信仰によって

耐え忍ぶことが でき.た。ピー トを深 く敬愛す

る彼 らは，ある復活祭の朝に，「信仰」という

創作曲を贈 ってピー トを驚かせた。この曲は

その後，オランダ伝道部の歌集に入れられた。

終戦間近に，捕虜たちは ドイツのノイブラ

ンデンブルクに移されたが， ここでも教会活

動は続け られた。そして1945年4月28日 ， ソ

連軍の戦車が有刺鉄線 を押 し倒 してこの収容

所に突入 し，捕虜は自由の身 となった。それ

か ら数週間後， ピー トは妻子の待つ家に帰っ

た。また，福音 を喜んで受け入れた仲間の捕

虜たちも，飢えや寒さや南京虫などもの とも

しない価値ある素晴らしい贈物，福音 を携え

て，それぞれの家路に着いたのである。

その後，彼 らの内の7人 がバプテスマを受

け，彼 らと共に多くの家族が改宗 した。そし

て捕虜仲問からの改宗者のひとりが，後に，

オランダステー キ部の初代ステー キ部長に召

されたのであった。

ピー ト・フラムは， どのよう.な状況にあっ

て も自分の義務 を完うしようとす る強い意志

の持 ち主であった。自分の伝道部から連れ去

られた彼は，別の場所で自分の使命を果たし，

多くの人々に永運 の喜 びをもたらしたのであ

る 。
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必ず しも速い者が競走 に勝つのではなく，

ウィ リア ム ・G・ ダ イヤ ー

人生の競走

オ リンピック競技 を見て・その選手の能力

に驚きの目をみはらない者はいないだろ

う。私たちのだれ もがそのような優 れたオ リ

ンピック選手 になれ るわけではない。しか し，

すべての人が参加 しなければならない競走が

ある。それは人生の競走である。人生の競走

では， 自分よ り力のある人，能力のある人，

技術の優れている人， そのような人がいるの

ではないか という不公平のようなものを感 じ

ることが ある。 しか し，次の聖句か ら私 たち

は慰めを得る。「必ずしも速い者が競走に勝つ

のではな く，強い者が戦 いに勝つのでもない。」

(伝道9：11)こ の ほかにも，聖典の随所に，

最後 まで耐え忍ぶ者が等 しく救われ るという

ことが述べ られている。人生は100メ ー トル

競走のような短距離競走ではないし，中距離

競走でもない。言わばマ ラソンである。長 距

離競走なのである。主はこう言っておられる。

「重ねて言 う
，わが願 うは終 りまで忍ぶ者の

み救わるるを汝の知 らんことな り。」(教 義 と

聖約53：7)最 後 まで耐え忍ぶ者だけが救わ .

れ るとい う事実は，教義 と聖約の中だけでも

12ヵ 所に記されている。

私は人生の競走についてお話 したいと思 う。

この競走はこの世 に生を受けた時か ら始 まり，

時 と して苦 しい もの である。そして， 自分

の言動に責任を持たなければならない年齢 に
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な った頃か ら，本当の勝負が始まる。十代の

頃から人生のマ ラソンは上 り坂にかか る。高

校時代のことを振 り返ると，あなたにも思い

当たるこ とがあるであろう。

ほとんどの人が十代の頃の ことをはっきり

と覚 えている ものである。そして，30代 ，40

代 に なって も，苦しかった高校時代 のこ とを

忘れない。あの頃は まだ小 さ くてやせていた

ので，あるいは，眼鏡や歯列矯正器 をつけな

ければならなかったので， また顔中にきびだ

らけだったので競走す るのがつ らか ったこと

を思い出すことだろ う。このようなことすべ

てによって，苦 しい十代 を送っていたあなた

は悩み，自分 より背の高い人，強い人，美 し

い人 を見てねたましい気持ちを抱いたことだ

ろう。.

この試 しの人生に，や さしい競走 を与えら

れている人はひとりもいない。ヘブル人への

手紙か ら，人生の競走について語 っているパ

ウロの言葉を読んでみよう。

「わたしたちの参加すべ き競走 を
，耐え忍

んで走 りぬこうではないか。

『わたしの子 よ
，主の訓練を軽んじてはい

けない。主 に責め られるとき，弱 り果てては

ならない。

主は愛す る者 を訓練 し，受けいれるすべて

の子 を，む ち打たれ るのである。』





あなたがたは訓練 として耐え忍びな さい。

神はあなたがたを，子 として取 .り扱 ってお ら

れるのである。い ったい，、父に訓練 されない

子があるだろうか。」(ヘ ブル12：1，5-7)

入生 の競走 を時 として苦 しく感 じることが ，

あるとしたら， 多分 それは私 たちに対す る主

の意図されたこ とである。

あなたは今， 自分が人生 というマ ラソンゴ

ースのどこを走っているか知 っているだろう

か。然るべ き所にいるだろうか。私がこのよ

うに言 うのは， 自分 自身を見捨てようとして

いる人を知 っているか らである。この競走は

確かに苦 しい。そして， それをさらに困難な

ものにしているのが数々の障害物 である。試

験に失敗す ることや ガールフレン ドを失 うこ

と，罪を犯すこ と，このような障害に直面 し

た時，彼 らはこの競走 を放棄 しようとす る。

私が学生ワー ド部の監督をしていた時，私の

もとにやって来て， こう言 う学生が よくいた。

「監督， もうだめです。悔い改めてもとのよ

うになるこ とはで きません。もう， どうしよ

うもあ りません。」このような人は次のような

主のみ言葉を忘れているのである。「た といあ

なたがたの罪は緋のようであって も雪のよう

に白 くなるのだ。」(イ ザヤ1：18)悔 い改め

の道は閉ざされてはいない。新たな目標に向

かって前進できるのである。私たちがあきら

めない限り， またこの競走は きつすぎると判

断を早 まらない限り，新たなスター トライン

に立つことができるのである。

人 を裁かない

ほかの人には手 を貸 そうとしない人々がい

る。彼は， 自分の親あるいは兄弟，姉妹，友

達，ルーム メイ トに手 を貸す必要はない と考
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えている。あまりにも厳格で， 自分の考 えに

固執 し，振 り返ることを知 らず，ほかの人の

競走はすでに終えていると考えているのであ

る。 しか しこのようなことがあってはならな

い。デピッ ド・0・ マ ッケイ大管長は，いか

なる成功 も家庭の失敗 を償 うことはで きない，

と語っている。また，マー ビン ・J・ アシュ

トン長老は，私たちの失敗はあきらめて努力

を止めた時にこそ訪れ ると述べている。従っ

て，私はこ う申 し上げたい。人生の競走は私

たちがこの世に存在す る限 りいつまで も続 く

ものである， と。私 たちは 自分 自身を も，他

の人々をも見捨ててはならないのである。

この競走 を続けなが ら，人の走 り方 をとや

か く言 う人がいる。けれども，他 人のマラソ

ンコースに どのような障害や 困難が待ち受け

ているか を知ることのできる人はいない。私

たちは，人はそれぞれに厳 しい試練に直面す

るとい うこ とを理解 しなければな らない。困

難に耐 える力は人によって違 うものである。

ある人に とって針で刺 された程度 の痛みであ

って も，他の人にとっては耐え難い程 の痛み

を感 じさせ るものがある。これ と同じことが

試練について も言える。ある人に とって大 き

な障害だ と感 じていることも，他 の人にとっ

ては単 なるチャレンジにしか感 じないことが

ある。全 く目立たず，あまりボーイフレン ド

に恵まれなかった若い女性にとって， ひとり

のボー イフレン ドを失 うことはどれほ ど大 き

な苦痛 であろうか。一方，多 くの男性か ら愛さ

れた女性は，そのような愛 を味わわなかった

女性の悩みや苦 しみを理解す るどころか，気

づ くこ とさえないであろ う。私たちが深い思

いや りの心 を持て るように，私は祈っている。

また，他の人がどのような道を歩んでいるか
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を心か ら理解 し，軽率で思いや りのない裁 き

を下さないようにと願 っている。

疲 れ切 っている人 に手 を貸す

人生のこの競走において，すべてが順調に

いっているという人がいる。素晴 らしいこと

である。人生はバラ色である。このような状

態にある時，感謝す るこ とを学んでいただき

たい。 また，謙遜になり，主が与えて くださ

ったこの安 らぎを感謝するように していただ

きたい。 うぬぼれることのないように， また

独善的になった り， 自己満 足に浸 り切 った り

す ることのないように。このような時こそ，

自分の持てるものを見いだ し，人に手 を差 し

伸べ， 力を貸すようにすべ きである。この競

走で主が私たちにお与 え下 さっている素晴 ら

しい恵みのひ とつは， このマラソンコースを

ただ独 りで走らなければならないとい う規定

がないことである。他の人々と一緒に走る方

が よい。他の人々が援助の手 を差 し伸べ，十

字架 を運んで くれ，私たちを励 まし，力を与

えて くれ るか らである。また，あなたが順調
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に走 り続けている限 り，あなたの力 を他の人

人に与えることもできるのである。

ある日の.出来事についてお話 したい と思 う。

私が事務所に入ろうとすると，隣の事務所(彼

はあるワー ド部の監督 をしている)の 入口の

前でひ とりの女性が心 を取 り乱 した面持ちで

立っていた。その女性は ドアをノックしなが

ら， しば らく監督 を待っていた。 しか し彼は

外出中であった。彼女の表情が どうに も気が

か りだったので，私は声 をかけた。「失礼です

が， どうかなさい ましたか。私に何かお役に

立てることはあ りませ んで しょうか。」

彼女は答 えた。「 兄弟 を待っているんで

す。私の監督なんです。でも，留守のようです。」

「私で何かお役 に立てますか
。」そう言って

彼女を私の事務所に通 した。話 しているうち

に，この女性が38人 いる私のい とこのひ とり

であることがわか った。私 たちが身内同士だ

と知るや，彼女はこれまでの悲しい 日々の出

来事 を話 し始めた。彼女は独身で，将来の望

みを全 く待ってお らず，人生に失望 していた。

その後彼女は監督の助けを得るようになった

が，私は身内の者 として何 ヵ月間かで きる限

り彼女 と親しく語 り，助け，相談にのった。

その結果，彼女は家族のもとに帰 り，病弱な

母親の世話 をす るのが一番よいと決心 したの

だった。家に帰った彼女は失望か らい くらか

立ち直 り，霊的な事柄に再び打ち込むように

なった。そうしたある日，私に電話がかかっ

てきた。彼女が，妻 と死別 した5人 の子持 ち

の男性 と知 り合いになったという話だった。

しばらくして私は，彼女 と神殿の中で会った。

彼女は伴侶 と結び固められ，一度に5人 の母

親 となったのである。私はいつでも人々のお

役に立ちたいと願 っている。また， あなたが
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人生の競走で疲れ切 っている人々に助 けを与

えることができるようにと，私は祈っている。

もう一度，使徒パウロの言葉 を引用 したい

と思 う。パウロは 「肉体 に一つのとげ」(IIコ

リン ト12：7)を 受けなが らも，ダマスコへ向

か う途中に受けた示現 を守 り通 し，数 々の迫

害に耐 えて生涯 を過 ごした。パウロはそのこ

とについて，テモテの民に書 いている。その

ことはあなた方 も御在知のことと思 う。

「わた しは，すでに 自身 を犠牲 としてささ

げている。わたしが世 を去るべ き時はきた。

わたしは戦いをりっぱに戦 いぬき，走るべ

き行程 を走 りつ くし，信仰 を守 りとおした。

今や，義の冠がわた しを待 っているばか り

である。かの 日には，公平な.審判者である主

が，それを授けて下 さるであろう。わた しば

か りではな く，主の出現 を心から待ち望 んで

いたすべての人にも授けて下 さるであろう。」

(IIテ モテ4：6-8)

人生 の競走 を力強 く，雄々 しく走 り通そう

ではないか。 また， 人々に援助の手 を差 し伸

べ ようではないか。この世の生涯の人々のこ

とをよ く考 えようではないか。この世 の生涯

を完走 し，天の王国における報いを得ること

ができるよう，天父に導 きと助けを求めて祈

ろっではないか。

☆ ☆



キンボール大管長から受けた祝福

ノ ー マ ン ・ビ ンセ ン ト ・ビ ー ル

苦 しい時には・祈 り潜 をなし渡 を示し紳 の存在を身近に感じるようにすることです・
これは私が体験 を通 して学んだことです。

私はある時大きな問題 を抱え， それを解決 しようと2，3週 間一生懸命に努力しました。その

問題は今考えてみれば大 したこ とではな く，悩む必要はなかったのですが，当時の私に とって

は一大事であり，重大な問題でした。そして，私は先に述べ た方法すべてを使って，無事にそ

の問題 を解決することができたのです。

先 日，ユ タ州の ソル トレー ク ・シティーに演説に行った時，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

の本部に招かれ，大管長 とふたりの副管長にお会いしました。この団体は世 界に350万 の会員

を擁す る立派な宗教組織で，世 界各地で人.々に多大な貢献 をしています。彼 らは神のみ業を行

なってお り，幸せ で，徳高 く，正直で，義 しい人々 を生み出 しています。「あなたが たはその実

に よって彼 らを見わける」(マ タイ7：20)と い う言葉の通 りです。

私は先代のふた りの大管 長には面識 がありましたが，現 在 の大管長 にお会いす るのはその

時が初めてでした。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会.の今 日の大管長はスペ ンサー ・W・ キンボ

ール とい う方で
，彼は幾度 とな く肉体的な苦難に直面 し，それを克服 してきました。私はこれ

ら3人 の神の人とお会いしたのです。私 たちは楽 しく語 り合いました。私は最後に，大管長に

こう申し上げました。「キンボール大管長，私 を祝福 していただけませんでしょうか。」このよう

なお願いをしたの も，キンボール大管長の中に言いようのない霊的なものを感 じたか らです。

キンボール大管長は私にこう問い返 され ました。「私 どもの教会員 が行 なってい る方法で祝.

福 して もらいたい とお しっやるのですか。」

私は，「はい，そ うです」 と答えました。

す ると，キンボール大管長は私の背後に立 ち，ふた りの副管長 と共に私の頭の上に手 を按い

て，静かに， しか し威厳のある声 で優 しく私の名前を呼んで私のために祈って下 さいました。

主が私 と共にあるよう，私 を愛し，私 を見守 り，導いて下さるようにと祈って下さったのです。

キンボール大管長が祈 り始めるや私の心は和 らぎ，急に何 とも説明し難い喜びに満たされ，私は

思わずこう言ってしま暁ました。「大管長，主がここにいらっしゃいます。私 にはそう感 じられ

ます。」

私は大管長に別れのあいさつ を述べると，外に出ました。歩きなが ら，急に肩の荷が軽 くな

ったように感 じました。長 い間の苦 しみの答 えが得 られたのです。私は勝利を得た思いでした。

私が主を求めたので，主が私に答えて下 さったのです。主に祈 り求めたので，主は 「われここ

にあ り」 と答 えて下さったのです。

(ノーマン・ビンセント・ピール 米国の宗教家。ニューヨーク州ニューヨーク・シティ

ーのマーブル協同教会の牧師。本文は1975年4月27日 にラジオ放送されたピール牧師の説

教より引用。許可を得て掲載。)
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